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第 1章 研究を進めるにあたって 

１ 研究主題 

仲間と連携したパスによる攻撃でゲームが展開できる高等学校２年生のサッカーの授業 
―生徒の実態を把握し、それまでの学習内容（パス）を復習する機会を確保した 

単元計画― 
 
２ 主題設定の理由 

  現行の高等学校学習指導要領解説保健体育編・体育編（以下、解説）１）では、小学校から高

等学校までの12年間を見通した指導内容の体系化と明確化が図られ、「技能」では、具体的な

動きまで示されており、その指導の充実が求められている。 

  現在の高等学校２年生は、現行の学習指導要領及び解説に基づいて、中学校第３学年及び高

等学校入学年次の２年間について学習しており、それまでの８年間は、従前の学習指導要領及

び解説によって、集団的及び個人的技能の学習をしていた。このことから、生徒は、現行の解

説の技能で示されている動きについて、身に付けていることと身に付けていないことがあると

考えられる。 

そこで、本研究の対象である津久井浜高等学校（高等学校２年生）の実態を把握するため、

球技ゴール型ハンドボールの授業を観察し、調査した。（研究では、同ゴール型サッカーを対象

とする。）すると、１人でドリブルしたり、特定の２人で、相手ゴール前へ侵入したりする動き

となっており、パスの連携からの攻撃は、ほとんど見られなかった。これらの動きを技能の例

示に照らし合わせたところ、「ボール操作」では、中学校第１学年及び第２学年の学習内容で、

「ボールを持たないときの動き」では、中学校第３学年及び高等学校入学年次の学習内容で、

身に付けていることと身に付けていないことがあることが分かった。 

このことから、現在の高等学校２年生の生徒に、当該学年の学習内容を身に付けさせるため

に、生徒の実態を把握し、身に付けていない学習内容を復習的に指導し、身に付けさせる時間

を設ける必要があると考えた。 

ところで、サッカーのゲームで大切なことについて、西沢は、「相手にボールをキープさせな

いこと」２）であり、ボールを保持した際、「味方から味方へパスをつなぎ、チャンスをみてゴ

ールへシュートし、得点をあげる。」２）こととしている。また、高等学校の球技では、「作戦や

状況に応じた技能や仲間と連携してゲームが展開できるようにする」３）ことが求められている。 

これらのことから本研究では、パスの技能について一定期間、復習的な学習を確保した単元

計画を作成し、授業を実施することにより、高等学校２年生以降の学習への接続が円滑に図ら

れ、仲間と連携したパスによる攻撃でゲームが展開できると考え、本主題を設定した。 

 

３ 研究の目的 

  高等学校２年生のサッカーの授業において、生徒が、当該学年の学習への接続を円滑に図る

ためには、生徒の実態を把握し、それまでの学習内容（パス）を復習する機会を確保した単元

計画の作成と授業の実施が必要であることを明らかにする。 
 
４ 研究の仮説 

  高等学校２年生のサッカーの授業において、生徒の実態に応じて復習する機会を確保するこ

とで、当該学年の学習への接続が円滑に図られ、仲間と連携したパスによる攻撃でゲームが展

開できるであろう。 
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５ 研究の内容と方法 

（１）理論研究 

 

（２）サッカーの授業づくり 

   

（３）単元計画の作成 

  

（４）検証授業 

  

（５）検証授業の分析、考察 
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仲間と連携したパスによる攻撃 
 

高等学校３年生：ゴール型  仲間と連携して自陣から相手ゴール前へ侵入するなどの攻撃

に対応して空間を埋めるなどの防御 

高等学校２年生：ゴール型  仲間と連携して自陣から相手ゴール前へ侵入するなどの攻撃 

高等学校３年生：ゴール型  空間を埋めるなどの連携した動きによって空間への侵入など 
からの攻防 

生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育む 

６ 研究の構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

津久井浜高等学校 
２年生の実態               球技ゴール型の実態 

○学習指導要領での学びは２カ年。    ○パスによる仲間との連携からの攻撃が見られない。 

（１人でドリブル）（特定の２人で相手ゴール前へ侵入する。） 

味方にボールをつないでの攻撃 
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パスを出した後に 

次のパスを受ける動き 
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しやすいパス 

得点しやすい 

空間にいる味方へ
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（パス＆コントロール） 

ボボ  

ーー  
ルル  
操操  

作作  
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第２章 理論の研究 

１ 高等学校学習指導要領改訂について 

（１）保健体育科改訂の趣旨 

高等学校保健体育科の改善の基本方針として、「体を動かすことが、（中略）それぞれの

運動が有する特性や魅力に応じて、基礎的な身体能力や知識を身に付け、生涯にわたって運

動に親しむことができるように、発達の段階のまとまりを考慮し、指導内容を整理し体系化

を図る。」１）と記されている。 

高等学校では、小学校から高等学校までの12年間を見通した体系化の最終段階として、少

なくとも一つの運動やスポーツの特性や魅力に深く触れることができるようにすることが求

められている。 

 

（２）「球技：サッカー」から「球技：ゴール型」へ 

前回（平成 10年３月改訂）の学習指導要領においては、各領域で取り扱われる内容は、運

動の種目名で示されていた。また、同要領解説において、技能は各種目特有の技術の名称で

あった。その中で、サッカーでは、集団的技能として速攻やマンツーマンディフェンス等、

個人的技能としてパス、ドリブル、ヘディング等と記されていた。なお、主なねらいは、「サ

ッカーでは、相手との攻防の中で手を用いないでボールを運び、ゴールにシュートして得点

することを競うゴール型のゲームの特性を理解し、既習の集団的技能や個人的技能を活用し

て、学習段階に応じた作戦を立て、ゲームができるようにする」４）とされていた。 

今回の改訂で、球技については、取り扱う運動種目を、生涯にわたって豊かなスポーツラ

イフを継続する資質や能力を育成する観点から、攻防を展開する際に共通してみられる学習

課題に着目し、その特性や魅力に応じて、ゴール型、ネット型、ベースボール型に分類して

示された。その中で、ゴール型の技能については、「ゴール型では、状況に応じたボール操作

と空間を埋めるなどの動きによって空間への侵入などから攻防を展開する」１）ことが学習の

ねらいとして示され、型に共通する動きをボールや用具などの操作とボールを持たないとき

の動きとして、具体的な動きの例示が示されている。このことから、高等学校では、小学校

から中学校第３学年までの学習を踏まえて、段階的に学習活動を進めることが求められてい

ると考える。 

 

（３）発達の段階に応じた学校段階間の円滑な接続  

   平成20年１月中央教育審議会答申では、「中学校から高等学校への接続では、中学校におい

ては義務教育段階で身に付けるべき国民としての素養である基礎・基本をしっかりと定着さ

せるとともに、高等学校においては、必要に応じ、この基礎・基本を補いながら、高等学校

段階の学習に円滑に移行することを重視する必要がある。」５）とある。 

  高等学校の内容を十分に理解するために、「義務教育段階の学習内容が定着していること

が前提として必要となるものである」１）ことから、「義務教育段階での学習内容の確実な定

着を図るための学習機会を設けること」１）の工夫が求められている。 

また、「各年次の単元計画を検討する際に、学習経験の違いなどの生徒の実態を把握する

ための機会や、それまでの学習内容を復習する機会を一定時間確保した上で必履修科目の内

容を学習させたり、関連する中学校の内容を適宜取り入れた指導をしたりするなどの工夫を

することも大切である。」１）とされている。 

これらのことから、津久井浜高等学校２年生の学習を進めるにあたり、生徒の実態を把握

して、これまでの学習内容で身に付けていないことを明らかにし、必要がある場合に、復習
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する機会（学習活動）を確保した単元計画を作成することが必要であると考える。 

 

２ 球技 ゴール型 サッカーについて 

（１）サッカーの運動特性 

「サッカーは、対戦するチームが互いにゴールを目指し、攻撃、守備、攻守の切り換えの

場面がみられるゲームである。また、コート上にはより得点しやすい場所、得点の準備をす

る場所、得点を防ぐ場所があり、各々の場所に応じて優先的に判断すべき内容が異なる点に

も特徴がある。 

構造面に注目すると、サッカーではゴールキーパーを除き、手を使えない点で他の球技と

は異なる技能が求められる。これらの技能は日常生活で、まず、行わないボール操作の技術

であるため、その学習、習得には時間が必要になる。」６） 

このように、サッカーはボール操作の主が足となるため、ボール操作の技術を習得するた

めに時間を要する。ボール操作の技術は、高等学校においても、技能で示されている動きを

学ぶ上での基礎となることから、単元の中で身に付ける必要がある。 
このことから、本研究では、授業の始めに「パス＆コントロール」の活動を取り入れ、毎

時間パスの連続回数を計測することにより、ボール操作の技術を身に付けられるようにした。 
 

（２）サッカーゲームにおけるパスの重要性 

西沢は、「サッカーのゲームで大切なことは、相手にボールをキープさせないことである。

もし、相手のボールになったならば、そのボールを奪い返し、味方から味方へパスをつなぎ、

チャンスをみてゴールへシュートし得点をあげる。シュートして、得点することは、ゴール

キーパーの手の届かない所へボールをパスすることともいえる。」２）と述べている。 

津久井浜高校２年生のサッカーゲームでは、一人でドリブルしたり、特定の二人で相手ゴ

ール前へ侵入したりすることが多く、パスによる仲間との連携からの攻撃がほとんど見られ

なかった。つまり、パスの重要性を意識したゲーム展開ができていないと考えられる。 
これらのことから、本研究では、仲間と連携した動きとしてのパスに着目して学習内容と

し、パスの「ボール操作」と「ボールを持たないときの動き」について、指導することとし

た。 

  

（３）技能（パス）の学習内容の整理表 

技能の指導では、「平成 21 年度神奈川県立体育センター研究報告書」の学習内容（例示）

の整理表を使用することとした。これは、学習内容（例示）から「何を教えれば、その動き

ができるようになるのか」といった運動の技能の基となる知識（以下、技能の知識）を特定

し、それぞれの発達の段階に応じた具体的の技術（テクニック）を明らかにしたものである。

表２－１は、整理表から「パス」の学習内容（例示）を抽出し、本研究で扱った学習内容を

太字で示したものである。 

   本研究では、学習内容（例示）を指導する際、技能の知識を教師の発問によって生徒から

引き出し、学習活動を取り入れることとした。 
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表２－１  パスの技能についての学習内容（例示）の整理表【パスの技能の知識】 

段階 
様々な動きを 

身に付ける時期 
多くの運動を体験する時期 少なくとも一つのスポーツに親しむ時期 

校種 小学校 中学校 高等学校 

学年 
第３学年及び 

第４学年 

第５学年及び 

第６学年 

第１学年及び 

第２学年 
第３学年 入学年次 その次の年次以降 

領域 Ｅ ゲーム Ｅ ボール運動 Ｅ 球技 Ｅ 球技 

内容 
ア ゴール型 

ゲーム 
ア ゴール型 ア ゴール型 ア ゴール型 

学
習
内
容 

ボ
ー
ル
操
作 

パ
ス 

【味方へのパス】 

・味方にパスを出

すには、味方のい

る方向にインサ

イドキックやト

ウキックでパス

を出すこと。 

【フリーの味方

へのパス】 

・近くにいるフリ

ーの味方にパス

を出すには、イン

サイドキックや

足の外側を使っ

て、ノーステップ

から足の外側で 

蹴るキック（アウ

トサイドキック）

で相手にとられ

ない速さのパス

を味方の足元に

出すこと。 

【マークされてい

ない味方へのパ

ス】 

・マークされてい

ない味方にパスを

出すには、味方が

走り込む前方に合

わせて、相手にと

られない速さのパ

スを出すこと。 

 

【得点しやすい空

間にいる味方への

パス】 

・得点しやすい空

間にいる味方にパ

スを出すには、味

方が走り込む前方

や頭上に合わせ

て、足の甲の部分

で蹴るキック（イ

ンステップキッ

ク）や親指のつけ

根付近でボールを

すくい上げるよう

にして蹴るキック

（インフロントキ

ック）でパスを出

すこと。 

 

【味方が操作しやすいパス】 

・味方が操作しやすいパスを

送るには、味方の動きに応じ

て、グラウンダー（ゴロのパ

ス）やロビング（浮いたパス）

で、正確なパスを送ること。 

 

【味方が作りだし

た空間にパス】 

・味方が作りだし

た空間にパスを送

るには、連携した

味方の動きに合わ

せて、タイミング

よく正確なパスを

送ること。 

ボ
ー
ル
を
持
た
な
い
と
き
の
動
き 

オ
フ
ェ
ン
ス 

【守備者がいな

い位置への移動】 

・ボール保持者と

自分の間に守備

者がいないよう

に移動するには、

周りを見て、空い

ている場所を見

付けて動くこと。 

【フリーの位置

のポジショニン

グ】 

・ボールを保持す

る人と自分の間

に守備者を入れ

ないように立つ

には、守備者がパ

スカットできな

い位置に移動す

ること。 

 

【得点しやすい

場所への移動】 

・得点しやすい場

所に移動し、パス

を受けてシュー

トなどをするに

は、ゴール近くの

ディフェンスの

いない場所に素 

早く走ること。 

【ボールとゴール

の見えるポジショ

ニング】 

・ボールとゴール

が同時に見える場

所に立つには、ゴ

ールが見える体の

向きで、ボール保

持者の位置に合わ

せた場所に立つこ

と。 

 

【ゴール前への移

動】 

・パスを受けるた

めに、ゴール前の

空いている場所に

動くには、コール

しながら素早く走

り込んだり、セン

タリングを受ける

ために弧を描くよ

うに走り込んだり

すること。 

【ゴールから離れる動き】 

・ゴール前に広い空間を作り

出すために、守備者を引きつ

けてゴールから離れるには、

パスをもらう動きをしなが

らサイドにひらく、高い位置

に動くなどすること。 

 

【パスを出した後の動き】 

・パスを出した後に次のパス

を受ける動きをするには、パ

スを出す前に周りをよく見

て、パスを出した後に、守備

者の後ろや空いているサイ

ドへ向かって、素早く走り込

むこと。 

 

【ボール保持者が進行でき

る空間を作る動き】 

・ボール保持者が進行できる

空間を作り出すために、進行

方向から離れるには、ボール

をもらう動きをしながら守

備者を引き付けること。 

 

【空間に移動する

動き】 

・シュートをした

りパスを受けたり

するために味方が

作りだした空間に

移動するには、連

携した味方の動き

に合わせて素早く

その空間に移動す

ること。 

※太字は本研究の学習内容である。 
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３ ドリル・タスクゲームについて 

ボール運動では、ボール操作が難しく、ゲーム状況において求められる判断が複雑であれば、

教師は、課題の単純化、ルールの修正、コートや用具を工夫した指導をする必要がある。 

 

（１）ドリルゲーム７） 

高橋は、「ドリルゲームとは、本来ゲームではないが、練習内容をゲーム化したものであ

る。」と述べている。個々の技能を高めるためには、楽しく有効なゲームとなるように工夫

をすることが大切であり、目標（回数、時間、点数など）を設定し、ゲーム化することが必

要である。これにより、技能の向上を具体的な数値で知ることができ、仲間と競争すること

を楽しみながら基本的な技能を身に付けることができると考える。 

 

（２）タスクゲーム７） 

高橋は、「タスクゲームとは、課題が明確であり、その課題が目的的に学習されるような｢課

題ゲーム｣（ミニゲーム）を設定することが必要である。」と述べている。ゲームの中で、目

標(回数、時間、勝敗など)を設定することにより、仲間や相手チームと競争したり教え合っ

たりして、楽しみながら学習することができると考える。 

タスクゲームづくりの基本原則は、次の表２－２のように示されている。 

 

表２－２  タスクゲームづくりの原則 

①そのゲームで習得させたい技術的・戦術的課題が明確であること。 

②課題に応じて人数のミニ化を図ること。 

③本来のゲームの特性を失わないこと。 
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４ 学習カード ８）について 

学習カードは、「児童・生徒が自ら課題を持って、意欲的に取り組む体育の学習のために考

案された記録カードのこと」であり、また、「自分の力に合った課題を持ち、課題解決のため

の活動を工夫しながら学習を自主的に進めていくための分かりやすい手がかりとして、有効に

活用できるものである」とされている。その中で、作成の際の配慮として、表２－３が挙げられ

ている。 

 

 表２－３  学習カード作成の際の配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、学習カードは、「学習のなかで学習活動と一体となって学習者自らが記入しながら活

用されることである。」とし、その活動は、「学習者が学習のねらいを持ち、自主的・計画的

に学習を進めるために学習の様子や成果を記録したり、活動を反省し、次の学習の内容や計画

を確認したりすること。」としている。学習カードの機能の分類について、表２－４が挙げられ

ている。 

 

              表２－４  学習カードの機能の分類 

 

 

 

 

 

これらのことを踏まえ、本研究では、学習カードを作成する際、生徒が学習を自主的に進め

ていくことを目指して、次のことを取り入れることとした。（表２－５） 

また、学習カードをとおして、生徒との個別の対応に活用できるよう、教師からのアドバイ

ス欄を設けることとした。 

 

              表２－５  学習カードに記載する内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学習のねらいや道筋に合っていること。 

② 生徒が今持っている自分の力を知り、さらに次に挑戦する課題を選択しやすいこ

と。また、自分のめあてを決定しやすいこと。 

③ 活動を進める中で発生する問題点、あるいはつまずきを解決するためのヒントが

含まれていること。 

④ 書くのに時間がかからず、分かりやすいこと。 

⑤ ノート形式であること。 

 

①技能体系や練習の発展のさせ方を示すもの。 

②学習の自己評価を促し、学習の成果の記録を明らかにするもの。 

③運動の仕方や練習方法を示すもの。 

④生徒が学習の進め方、学び方の学習をするもの。 

①学習のねらいと具体的な学習活動（教師が記入。） 

②学習した知識の記入欄（生徒が記入。） 

③自己やチームの課題や目標について、思考し、判断したことの記入欄（生徒が記入。） 
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５ サッカーの授業づくりについて 

 理論の研究を踏まえ、本研究では、生徒の実態把握から、以下のとおり、「技能」の学習内

容と学習活動を設定し、「態度」、「知識」、「思考・判断」の学習内容を設定した。 

 

 

 

 

 

 

（１）技能の学習内容と学習活動の設定 

 技能において、これまでのパスに関わる学習内容で身に付けていることと、身に付けてい

ないことを明らかにし、身に付けていないことを技能の例示に照らし合わせて、パスに関わ

る復習的な学習内容を設定した。 

また、高等学校２年生の学習内容については、パスに関わる例示を取り上げ、高等学校２

年生と３年生においては、年間のカリキュラムで設定している「バスケットボール」、「ハン

ドボール」で、他の学習内容を振り分けることとした。 

   そして、それぞれ設定した学習内容に即した学習活動をドリルゲームとタスクゲームとし

て設定することとした。 

 

ア 生徒の実態把握 

    本研究の対象である生徒が、１学期に取り組んだハンドボール授業を観察することによ

り、生徒がそれまでに身に付けている学習内容を把握した。表２－６は、その様子である。 

表２－６  生徒の実態把握（技能） 

技能〈ゲーム観察から〉 

攻撃の際、一人でドリブルしたり、特定の二人で相手ゴール前へ侵入したりするといった動きに留まっていた。 

これにより、次のことが把握できた。 

技能（パス）では、ボール操作は、「近くにいるフリーの味方にパスを出すこと（小学校

第５学年及び第６学年）」、ボールを持たないときの動きは、「パスを受けるために、ゴール

の前の空いている場所に動くこと（中学校第１学年及び第２学年）」まで身に付けていた。 

 

イ パスに関する学習内容の設定 

  （ア）復習的な学習内容 

     復習的な学習内容については、生徒の実態把握を学習指導要領解説（技能の例示）に

照らし合わせて次の表２－７のように設定した。 

表２－７  パスに関する復習的な学習内容の設定 

学習内容（例 示） 取り扱う段階 

ボール操作 
得点しやすい空間にいる味方にパスを出すこと。 中学校第１学年及び第２学年 

味方が操作しやすいパスを送ること。 

中学校第３学年及び高等学校 

入学年次 ボールを持たな

いときの動き 

パスを出した後に次のパスを受ける動きをすること。 

ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引き付けてゴ

ールから離れること。 

ボール保持者が進行できる空間を作りだすために、進行方向か

ら離れること。 

 

 

 

 

 

＜本研究で使用する語句＞ 

○「指導内容」は、生徒が身に付ける内容として「学習内容」とした。 

○研究対象である「高等学校入学年次その次の年次」は、「高等学校２年生」とした。 

○復習する機会（学習活動）は、復習的な学習活動とした。 

○運動の技能の基となる知識は、「技能の知識」とした。 
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（イ）高等学校２年生の学習内容 

高等学校２年生の学習内容については、生徒の実態把握を学習指導要領解説（技能の

例示）に照らし合わせて次の表２－８のように設定した。 

表２－８  パスに関する高等学校２年生の学習内容の設定 
学習内容（例 示） 

ボール操作 味方が作りだした空間にパスを送ること。 

ボールを持たない

ときの動き 

ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだすために、必要な場所に留まったり、移動したり

すること。 

 

ウ パスに関する学習内容に即した学習活動の設定 

    学習活動づくりでは、パスの技能についての学習内容（例示）の整理表により、具体的

な学習内容を明らかして、技能の知識を身に付けられるようにし、「学習者」と「動き」を

特定することができるドリルゲームと、身に付けた動きを生かすことができるタスクゲー

ムにおいて、学習活動を設定することとした。（P.25-34参照） 

 

（ア）復習的な学習活動 

復習的な学習内容に即した学習活動については、次の表２－９に示す。 

表２－９  パスに関する復習的な学習内容に即した学習活動の設定 
学習内容（例 示） 取り扱う段階 学習活動 

ボール操作 
得点しやすい空間にいる味方にパスを出すこと。 

中学校第１学年

及び第２学年 
ＦＷパスゲーム 

味方が操作しやすいパスを送ること。 

中学校第３学年

及び高等学校入

学年次 

パス＆ラン 

ボールを持たない

ときの動き 

パスを出した後に次のパスを受ける動きをするこ

と。 
マイボールゲーム 

ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を

引き付けてゴールから離れること。 
引っぱがしゲーム 

ボール保持者が進行できる空間を作りだすため

に、進行方向から離れること。 
３グリッドゲーム 

 

（イ）高等学校２年生の学習活動 

高等学校２年生の学習内容に即した学習活動については、次の表２－10に示す。 

表２－10  高等学校２年生の学習内容に即した学習活動の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習内容（例 示） 学習活動 

ボール操作 味方が作りだした空間にパスを送ること。 

ゲット・ザ・スペース 

２対２＋フリーマンゲーム 

パス＆ゴーゲーム（３対２） 

ボールを持たない

ときの動き 

ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだすために、必要な

場所に留まったり、移動したりすること。 
パス＆ゴーゲーム（２対１） 
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エ 高等学校２年生及び３年生の学習内容の設定 

津久井浜高等学校では、２年生と３年生の球技ゴール型の年間カリキュラムとして、サ

ッカー、バスケットボール、ハンドボールが配置されている。そこで、学習指導要領解説

で示されている学習内容を次の表２－11と表２－12 のように配置することとした。 

     表２－11 高等学校２年生（球技ゴール型）の学習内容の設定 ※太字は本研究の学習内容である。 

観 点 サッカー  バスケットボール ハンドボール 

技 能 

ボ
ー
ル
操
作 

○味方が作りだした空間にパ

スを送ること。 

≪パス≫ 

 

 

○守備者とボールの間に体を

入れて、味方と相手の動きを

見ながらボールをキープす

ること。 

≪ボールキープ≫ 

○守備者のタイミングをはず

し、守備者のいないところを

ねらってシュートを打つこ

と。 

≪シュート≫ 

ボ
ー
ル
を
持
た
な
い 

と
き
の
動
き 

○ボール保持者がプレイしや

すい空間を作りだすために、

必要な場所に留まったり、移

動したりすること。 

 ≪オフェンス≫ 

○シュート（やトライ）をした

り、パスを受けたりするため

に味方が作りだした空間に

移動すること。 

≪オフェンス≫ 

※( )ラグビー学習内容 

 

○自陣から相手陣地の侵入し

やすい場所に移動すること。 

≪オフェンス≫ 

態 度 
○フェアなプレイを大切にし

ようとすること。 

○球技の学習に主体的に取り

組むこと。 

○互いに助け合い高め合おう

とすること。 

知 識 
○課題解決の方法を理解する。 ○競技会の仕方を理解する。 ○技術などの名称や行い方を

理解する。 

思 考 

・ 

判 断 

○これまでの学習を踏まえて、

チームが目指す目標に応じ

たチームや自己の課題を設

定すること。 

○健康や安全を確保・維持する

ために、自己や仲間の体調に

応じた活動の仕方を選ぶこ

と。 

○チームの仲間の技術的な課

題や有効な練習方法の選択

について指摘すること。 

 

 

表２－12  高等学校３年生で（球技ゴール型）の学習内容の設定 

観 点 サッカー バスケットボール ハンドボール 

技 能 

ボ
ー
ル
操
作 

○シュートを打たれない空間

にボールをクリアーするこ

と。 

≪パス≫ 

○ゴールに向かってボールを

コントロールして運ぶこと。 

≪パス≫ 

○守備者とボールの間に体を

入れて、味方と相手の動きを

見ながらボールをキープす

ること。 

≪ボールキープ≫ 

ボ
ー
ル
を
持
た
な
い
と
き
の
動
き 

○味方が抜かれた際に、攻撃者

を止めるためのカバーの動

きをすること。 

≪ディフェンス≫ 

○スクリーンプレイやポスト

プレイなどの味方が侵入す

る空間を作りだす動きをす

ること。 

≪オフェンス≫ 

 

○一定のエリアからシュート

を打ちにくい空間に相手や

相手のボールを追い出す守

備の動きをすること。 

≪ディフェンス≫ 

 

○チームの作戦に応じた守備

位置に移動し、相手のボール

を奪うための動きをするこ

と。 

≪ディフェンス≫ 

態 度 
○健康・安全を確保すること。 ○役割を積極的に引き受け自

己の責任を果たそうとする

こと。 

○合意形成に貢献しようとす

ること。 

知 識 ○体力の高め方を理解する。 ○審判の方法を理解する。 ○課題解決の方法を理解する。 

思 考 

・ 

判 断 

○課題解決の過程を踏まえて、

取り組んできたチームや自

己の目標と成果を検証し、課

題を見直すこと。 

○球技を生涯にわたって楽し

むための自己に適したかか

わり方を見付けること。 

○作戦などの話し合いの場面

で、合意を形成するための調

整の仕方を見付けること。 
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（２）態度の学習内容の設定 

  ア 生徒の実態把握 

技能での実態把握と同様に行った。表２－13は、その様子である。 

表２－13  生徒の実態把握（態度） 

態度〈ゲーム観察から〉 

「相手の健闘を認める」では、「ドンマイ」などと声を掛ける様子が見られたが、シュートを外すと罰ゲームを課そ

うとするなどの様子が見られた。    

これにより、次のことが把握できた。 

態度では、「協力」、「責任」、「参画」、「健康・安全」については、おおむね身に付けてお

り、「公正」については、相手を大切にしようとする意志については、あまり身に付けてい

なかった。 

 

イ 「公正」に関する学習内容の設定 

学習内容については、生徒の実態把握を学習指導要領解説に照らし合わせて、次の表２

－14 のように設定した。 

表２－14  態度の学習内容   ※「 」は具体の学習内容 

 

 

 

 

 

（３）知識の学習内容の設定 

  ア 生徒の実態把握 

本研究の対象である生徒が、１学期に取り組んだ球技ゴール型サッカーに関する理解度

チェックから調査し、生徒がそれまでに身に付けている学習内容を把握した。表２－15は、

その結果である。 

表２－15  生徒の実態把握（知識） 

知識〈球技：ゴール型サッカーに関する理解度チェックから〉 

ゲーム後の自己観察に関する記述では、「どこがだめだったか考えて、良くするためにどうしたらよいかを考えた。」な

どが見られ、具体的に動きを捉えることができていなかった。 

これにより、次のことが把握できた。 

知識では、「技術などの名称や行い方」、「体力の高め方」、「競技会の仕方」についてはお

おむね身に付けており、「運動観察の方法」は、正答率が低く、ほとんど身に付けていなか

った。 

 

イ 学習内容の設定 

学習内容については、生徒の実態把握を学習指導要領解説に照らし合わせて、次の表２

－16 のように、設定した。 

運動観察の方法は、中学校第３学年及び高等学校入学年次からの指導であることから、

「運動観察（自己観察）の方法の理解」とし、他者観察については、他の種目で扱うこと

とした。 

表２－16  知識の学習内容  ※「 」は具体の学習内容 

 

 

 

 

学習内容 取り扱う段階 

復 習 
フェアなプレイを大切にしようとすること 

「相手を尊重しようとすること」 
中学校第３学年及び高等学校入学年次 

高等学校

２年生 

フェアなプレイを大切にしようとすること 

「相手の素晴らしいプレイを認めようとする

こと」 

高等学校【その次の年次以降】 

学習内容 取り扱う段階 

復 習 
運動観察の方法を理解できるようにすること 

「自己観察の方法があることを理解できるようにすること」 

中学校第３学年及び高等学校入学年

次 

高等学校

２年生 

課題解決の方法を理解できるようにすること 

「課題解決のための道筋があることを理解できるようにすること」 
高等学校【その次の年次以降】 
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（４）思考・判断の学習内容と学習活動の設定 

  ア 生徒の実態把握 

本研究の対象である生徒が、１学期に取り組んだハンドボール授業での学習カードの記

述から調査し、生徒がそれまでに身に付けている学習内容を把握した。表２－17は、その

様子である。 

表２－17  生徒の実態把握（思考・判断） 

思考・判断〈球技：ゴール型ハンドボールの学習カードチェックから〉 

これまでの学習を踏まえて、チームが目指す目標に応じた自己の課題を設定することに関する記述では、「ボール

をキープして攻撃する」という目標に対して、「相手とボールの間に入る」といった正しい判断や「ディフェンスを

かわすこと」といったそぐわない判断が見られた。これまでに学習した「守備者とボールの間に自分の体を入れて、

味方と相手の動きを見ながらキープすること」に着目して、課題を設定ができたりできなかったりしていた。 

これにより、次のことが把握できた。 

思考・判断では、「自己の課題に応じた運動の取り組み方（中学校第３学年及び高等学校

入学年次）」は、おおむね身に付けていた。 

 

イ 学習内容の設定 

  学習内容については、生徒の実態把握を学習指導要領解説に照らし合わせて、次の表２

－18 のように、設定した。 

「提供された作戦や戦術から自己のチームや相手チームの特徴を踏まえた作戦や戦術を

選ぶこと（中学校第３学年及び高等学校入学年次）」については、おおむね身に付けてい

た。この定着を図るために、知識の学習内容である、「自己観察の方法があることを理解で

きるようにすること（中学校第３学年及び高等学校入学年次）」を身に付けさせることと

した。これを、思考・判断で活用して発揮させることができると考え、高等学校【その次

の年次以降】の学習内容である「これまでの学習を踏まえて、チームが目指す目標に応じ

た自己やチームの課題を設定すること」とした。 

また、具体の学習内容を「チームが目指す目標（パスをつないでシュート）に応じた自

己やチームの課題を設定すること」とした。表２－18 は、その内容である。 

表２－18  思考・判断の学習内容  ※「 」は具体の学習内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）目指す生徒の姿について 

生徒の実態把握から、学習内容と学習活動を設定したことにより、これを身に付けた目指

す生徒の姿を表２－19のように、設定することができた。 

表２－19 目指す生徒の姿 

技能：パスの技能を身に付け、仲間と連携したパスによる攻撃ができること。 

態度：仲間や相手を認め合い、励まし合い、フェアプレイを大切にしようとすること。 

知識：課題解決の方法について理解すること。 

思考・判断：課題解決の方法において、理解したことを活用できること。 

学習内容（例 示） 取り扱う段階 

復 習 

提供された作戦や戦術から自己のチームや相手チームの特徴を踏まえた作戦や戦

術を選ぶこと 

「自己のチームの課題（パスをつなぐこと）に応じた運動の取り組み方を選ぶこと」 

中学校第３学年及

び高等学校入学年

次 

※復習的な学習内容については、知識の定着を図って補い、高等学校２年生の学習で発揮させることとした。 

高等学校

２年生 

これまでの学習を踏まえて、チームが目指す目標に応じた自己やチームの課題を設

定すること 

「チームが目指す目標（パスをつないでシュート）に応じた自己やチームの課題を

設定すること」 

高等学校【その次の

年次以降】 
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第３章 検証授業 

１ 研究の仮説 

 

高等学校２年生のサッカーの授業において、生徒の実態に応じて復習する機会を確保する

ことで、当該学年の学習への接続が円滑に図られ、仲間と連携したパスによる攻撃でゲーム

が展開できるであろう。 
 

２ 検証の方法 

（１）期 間 

   平成 26年９月９日(火)～10月 24日(金) 14時間扱い 

 

（２）場 所 

   神奈川県立津久井浜高等学校 グラウンド （雨天時 体育館） 

 

（３）対 象 

   第２学年５・６組サッカー選択者＜男女共習 30名（男子：18名 女子：12名）＞ 

 

（４）単元名 

   球技 ゴール型 サッカー 

 

（５）研究内容 

  ア 単元計画立案 

     

イ 実態調査と分析 

  （ア）事前アンケート    ７月４日(金)実施 

  （イ）事前理解度チェック  ７月８日(火)実施 

（ウ）事後アンケート                                       11月６日(木)実施 

（エ）事後理解度チェック                  11月６日(木)実施 

 

  ウ 授業実践 

 

エ 学習評価 

 

オ 学習カードの分析 

○個人学習カード（毎時） 

 

カ ＶＴＲの分析 

    毎時間、デジタルビデオカメラ（移動式１台・固定式１台）により生徒の動きの様子や

ゲームの様相、学習の様子、学習の展開について記録した。 
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（６）検証の視点及び具体的な分析の観点と分析の方法 

   表３－１に基づいて結果を分析する。 

 

表３－１ 検証の視点及び具体的な分析の観点と分析の方法 

検証の視点 分析の観点 分析の方法 
１ 基本的なボール操

作(パス)が身に付

いたか 

（１）チームごとのパス＆コントロールにおけるパス回数の推

移 

（２）一人当たりのパス回数の推移 

 

○記録表 

２ ボール操作

（パス）が身

に付いたか 

復 

習 

（１）得点しやすい空間にいる味方にパスを出すことができ

たか。（中学校第１学年及び第２学年の学習内容） 

ア 技能の知識の正答率 

イ 味方が走り込む前方に合わせて、インサイドキックで 

パスができた成功回数 

 

 

○理解度チェック 

○ＶＴＲ 

 

（２）味方が操作しやすいパスを送ることができたか。 

   （中学校第３学年及び高等学校入学年次の学習内容） 

ア 技能の知識の正答率 

イ 味方の位置を見て、味方が走り込む前方の位置にゴロ

のパスができた成功回数 

 

 

○理解度チェック 

○ＶＴＲ 

高
等
学
校
２
年
生 

（３）味方が作りだした空間にパスを送ることができたか。 

ア 技能の知識の正答率 

イ 移動した味方が作りだした空間を把握して、そこに走

り込む味方の動きを見て、タイミングよくパスができた

成功割合 

 

○理解度チェック 

○ＶＴＲ 

 

３ ボールを持た

ないときの動

き（パス）が

身に付いたか 
   

復 

習 

（１）パスを出した後に次のパスを受ける動きをすることがで

きたか。 

（中学校第３学年及び高等学校入学年次の学習内容） 

ア 技能の知識の正答率 

イ パスを出す前に味方の動きを見て、パスを出した後

に、守備者の後ろや空いているスペースに素早く走り込

むことができた成功割合 

 

 

 

○理解度チェック 

○ＶＴＲ 

 

（２）ゴール前に広い空間を作るために、守備者を引きつけて

ゴールから離れることができたか。 

   （中学校第３学年及び高等学校入学年次の学習内容） 

ア 技能の知識の正答率 

イ ゴール前に広い空間を作りだすために、左右にパスを

もらう動きをしながらひらく。その際、相手を引きつけ

るためにアピールをすることができた成功割合 

 

 

 

○理解度チェック 

○ＶＴＲ 

 

（３）ボール保持者が進行できる空間を作りだすために、進行

方向から離れることができたか。 

（中学校第３学年及び高等学校入学年次の学習内容） 

ア 技能の知識の正答率 

イ ボール保持者が進行できる空間を作りだすために、左

右にパスをもらう動きをしながらひらく。その際、相手

を引きつけるためにアピールをすることができた成功

割合 

 

 

 

○理解度チェック 

○ＶＴＲ 

 

高
等
学
校
２
年
生 

（４）ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだすために、

その場に留まったり、移動したりすることができたか。 

ア 技能の知識の正答率 

イ ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだすため

に、ボール保持者が守備者を抜けないときはその場に留

まり、ボール保持者が守備者を抜いたときは空間に移動

することができた成功割合 

 

 

 

○理解度チェック 

○ＶＴＲ 
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４ 仲間と連携したパ

スによる攻撃でゲ

ームが展開できた

か 

（１）ゲーム中に見られた連続したパスの変容 

ア パスの連続本数の推移 

イ パスの成功本数と成功確率の推移 

 

（２）生徒Ａのゲーム中に見られた変容 

ア 生徒Ａとチームのゲーム中（攻撃）に移動した時間の

変容 

イ 生徒Ａがゲーム中にボール保持者がパスしやすい空

間を作りだすために、その場に留まったり、移動した

りすることができた回数の変容 

 

○ＶＴＲ 

 

 

 

○ＶＴＲ 

 

 

３ 学習指導計画 

（１）単元の目標 

ア 次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた技能や仲間

と連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。 

・ゴール型では、状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動きによって空

間への侵入などから攻防を展開すること。（技能） 

イ 球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、役割を

積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすること

などや、健康・安全を確保することができるようにする。（態度） 

ウ 技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理解し

チームや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

（知識、思考・判断） 

 

（２）「Ｅ球技」の評価規準に盛り込むべき事項 ９）【高等学校入学年次その次の年次以降】 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

・球技の楽しさや喜びを

深く味わうことができ

るよう、フェアなプレ

イを大切にしようとす

ること、役割を積極的

に引き受け自己の責任

を果たそうとするこ

と、合意形成に貢献し

ようとすることなど

や、健康・安全を確保

して、学習に主体的に

取り組もうとしてい

る。 

 

 

・生涯にわたる豊かなス

ポーツライフの実現を

目指して、自己や仲間

の課題に応じた球技を

継続するための取り組

み方を工夫している。 

 

・球技の特性や魅力に応

じて、ゲームを展開す

るための作戦や状況に

応じた技能や仲間と連

携した動きを高めて、

身に付けている。 

・技術などの名称や行い

方、体力の高め方、課

題解決の方法、競技会

の仕方などを理解して

いる。 
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（３）評価規準 

  ア 「Ｅ球技」の評価規準の設定例９）【高等学校入学年次その次の年次以降】 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 
・球技の学習に主体的

に取り組もうとして

いる。 

 

・フェアなプレイを大

切にしようとしてい

る。 

 

・役割を積極的に引き

受け自己の責任を果

たそうとしている。 

 

・合意形成に貢献しよ

うとしている。 

 

・互いに助け合い高め

合おうとしている。 

 

・健康・安全を確保し

ている。 

 

・これまでの学習を踏

まえて、チームが目

指す目標に応じたチ

ームや自己の課題を

設定している。 

 

・課題解決の過程を踏

まえて、取り組んで

きたチームや自己の

目標と成果を検証

し，課題を見直して

いる。 

 

・チームの仲間の技術

的な課題や有効な練

習方法の選択につい

て指摘している。 

 

・作戦などの話合いの

場面で、合意を形成

するための調整の仕

方を見付けている。 

 

・健康や安全を確保・

維持するために、自

己や仲間の体調に応

じた活動の仕方を選

んでいる。 

 

・球技を生涯にわたっ

て楽しむための自己

に適した関わり方を

見付けている。 

 

 

・ゴール型では、空間

への侵入などから攻

防を展開するための

状況に応じたボール

操作と空間を埋める

などの動きができ

る。 

 

・ネット型では、空間

を作りだすなどの攻

防を展開するための

状況に応じたボール

操作や安定した用具

の操作と連携した動

きができる。 

 

・ベースボール型では、

攻防を展開するため

の状況に応じたバッ

ト操作と走塁での攻

撃、安定したボール

操作と状況に応じた

守備などの動きがで

きる。 

・技術などの名称や行

い方について、学習

した具体例を挙げて

いる。 

 

・球技に関連した体力

の高め方について、

学習した具体例を挙

げている。 

 

・課題解決の方法につ

いて、理解したこと

を言ったり書き出し

たりしている。 

 

・競技会の仕方につい

て、学習した具体例

を挙げている。 

 

 

・審判の方法について、

学習した具体例を挙

げている。 

 

 

 

 

 

 

イ 本研究で取り扱う「Ｅ球技（ゴール型）」の評価規準【高等学校２年生】 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 
①主体的な学習の段階

では、決められたル

ールや自分たちで決

めたルール、マナー

を単に守るだけでは

なく、練習やゲーム

で相手の素晴らしい

プレイを認めたり、

相手を尊重したりす

るなどの行動を通し

て、フェアなプレイ

を大切にしようとす

ること。 
 

 

①これまでの学習を踏

まえて、チームが目

指す目標に応じたチ

ームや自己の課題を

設定すること。 

①味方が作りだした空

間にパスを送るこ

と。 
≪ボール操作≫ 

 
②ボール保持者がプレ

イしやすい空間を作

りだすために、必要

な場所に留まった

り、移動したりする

こと。 
≪ボールを持たない

ときの動き≫ 

①「課題解決の方法」

では、自己に応じた

目標の設定、目標を

達成するための課題

の設定、課題解決の

ための練習法などの

選択と実践、ゲーム

などを通した学習成

果の確認、新たな目

標の設定といった過

程があること。 
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（４）単元及び学習活動に即した評価規準【高等学校２年生】 

 

 

 

 

 

 

観点 

 

 

評価 

規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

十
分
満
足
で
き
る
（
Ａ
） 

・常に相手の素晴ら

しいプレイを認め

たり、相手を尊重

したりするなどの

行動をしようとし

ている。 

・チームが目指す目

標に応じたチーム

の課題を設定して

いる。 

 

 

 

・常に味方が作りだ

した空間にパスを

送ることができ

る。 
≪ボール操作≫ 

 

・ボール保持者がプ

レイしやすい空間

を作りだすため

に、常に必要な場

所に留まったり、

移動したりするこ

とができる。 
≪ボールを持たない

ときの動き≫ 

 

・課題解決のための

道筋があることに

ついて、理解した

ことを全て書きだ

している。 

お
お
む
ね
満
足
で
き
る
（
Ｂ
） 

・相手の素晴らしい

プレイを認めた

り、相手を尊重し

たりするなどの行

動をしようとして

いる。 

・チームが目指す目

標に応じた自己の

課題を設定してい

る。 

・味方が作りだした

空間にパスを送る

ことができる。 
 
・ボール保持者がプ

レイしやすい空間

を作りだすため

に、必要な場所に

留まったり、移動

したりすることが

できる。 
 

・課題解決のための

道筋があることに

ついて、理解した

ことを書きだして

いる。 

努
力
を
要
す
る
（
Ｃ
） 

・相手の素晴らしい

プレイを認めた

り、相手を尊重し

たりするなどの行

動をしようとして

いない。 

・チームが目指す目

標に応じたチーム

や自己の課題を設

定していない。 

・味方が作りだした

空間にパスを送る

ことができない。 
 
・ボール保持者がプ

レイしやすい空間

を作りだすため

に、必要な場所に

留まったり、移動

したりすることが

できない。 
 

・課題解決のための

道筋があることに

ついて、理解した

ことを書きだして

いない。 

評
価
方
法 

観 察 学習カード 観 察 
学習カード 

理解度チェック 
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（５）単元計画及び指導と評価の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
思

考

判
断

①
知
識

①

②
態
度

①

（
①

）

評 価 内 容

技
能

①
（

①
）

（
①

）
（

①
）

（
①

）

（
①

）
思

考

判
断

①
知
識

（
①

）
（

①
）

態
度

①
（

①
）

（
①

）
（

①
）

②
1
4

指 導 内 容

技
能

①
（

①
）

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

2
3

4
5

6
7

4
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学習内容・活動
は
じ
め
10
分

ま
と
め
10
分

な
か
30
分

１ パス＆コントロール

２ 学習内容の説明

４ ドリルゲーム

３ 技能の知識と学習活動の説明

６ 技能の知識の確認

５ タスクゲーム

図３－１  １時間の授業の流れ 

（６）学習指導の工夫 

ア １時間の授業の流れ 

  １時間の授業の流れは、図３－１のように構成した。 

「パス＆コントロール」で、他チームと競争を楽し

んで本時の学習に入れるようにした。本時の学習では、

技能の知識を指導し、ドリルゲーム及びタスクゲーム

で、パスの技能を発揮できるようにし、改めて技能の

知識を確認した。 

 

 

 

 

 

イ チーム編成 

チーム分けを行う際、チーム間のバランスを保つには、チーム間の力が均等になければ

ならない。そのために、サッカー経験者をなるべく、各チームに均等になるように振り分

けることとした。また、男女共習のため、男女が均等になるように配慮することとし、表

３－２のように編成した。 

表３－２  チーム編成表 

チーム名 ゼッケン色 人数構成 サッカー経験者の有無 

１班 黄 男子４名、女子２名の合計６名 なし 

２班 オレンジ 男女３名ずつの合計６名 男子１名 

３班 青 男子４名、女子２名の合計６名 男子１名 

４班 緑 男女３名ずつの合計６名 男子１名 

５班 紫 男子４名、女子２名の合計６名 男子１名 
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図３－５  学習カード 

ウ ゴール 

今回の授業では、鉄製のミニゴール（図３－２）とアルミ製のミニゴール（図３－３）

（両方とも大きさは横100㎝×縦50㎝×高さが50㎝）を使用することとした。 

ゴールを小さくしたことにより、長い距離からのシュートを打ちにくくし、チーム全員

（ゴールキーパーなし）が、ゴール前までパスをつないで、攻撃させるようにした。また、

風などで倒れる危険性が低く、安全に配慮した。 

   ミニゴールが１セット不足であったため、カラーコーン３本に、コーンバーを２本つけ

たものを使用することとした。（図３－４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ 学習資料の活用（学習カード） 

学習カードでは、学習のねらいを明記し、生

徒が見通しを持って授業に臨むことができる

ように作成した。ねらいとした「態度」、「思考・

判断」、「知識・理解」は、授業の終わりに、生

徒が学習内容を振り返ることができるよう、発

問を設定し、考えたことを記入させることとし

た。 

また、技能の知識については、教師の説明、

ドリルゲーム、タスクゲームから、学んだこと

を記入できるようにした。 

単元後半のゲームでは、チームの目標や練習

方法を記入し、チームカードとしても使用する

こととした。 

教師からのアドバイス欄を設けて、生徒への

個別対応に活用できるようにした。 

（図３－５） 

  

  

 

 

 

図３－２  鉄製のミニゴール 

図３－４  カラーコーンとコーンバーで作

成したミニゴール 

図３－３  アルミ製のミニゴール 
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図３－７  話し合い記録シート 

図３－８  パス＆コントロール記録

 

図３－９  ホワイトボードの活用 

オ 理解度チェック（図３－６） 

理解度チェックは、技能の知識について、単元終了後、定着しているかどうかを確認す

るために行うこととした。質問項目は、二者択一の選択で答えられる形式とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 掲示物の活用 

（ア）話し合い記録シート 

 チームごとに話し合った、「次のゲームに向けた課

題」、「課題解決のための目標」、「練習方法」を記入し

て、生徒全員が共有できるようにした。 

（図３－７） 

 

 

 

（イ）パス＆コントロール（ボール慣れ）記録表 

チームごとに、毎時間の連続パス回数を記入し、生

徒全員で各チームの記録を確認しながら、モチベーシ

ョンを高められるようにした。 

（図３－８） 

 

 

   

（ウ）ホワイトボードの活用 

ホワイトボードには、学習のねらい、学習活動、ル

ールなど記入し、教師の説明中や活動中に、生徒が必

要に応じて確認できるようにした。 

また、学習活動の説明は、マグネットを使用して具

体的な動きをイメージできるようにした。 

（図３－９） 

 

図３－６  理解度チェック 
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図３－11  パス＆コントロールゲーム（ルール） 

図３－10  パス＆コントロール記録表 

図３－12  パス＆コントロールの様子 

（７）復習的な学習活動と高等学校２年生の学習活動 

中学校第１学年及び第２学年から高等学校入学年次までの学習内容と高等学校２年生の学

習内容を身に付けさせるために学習活動を設定し、次の活動を単元計画に盛り込むこととし

た。 

 

ア パス＆コントロール 

授業の導入の「ボール慣れ」として、パス＆コントロールを行った。これは、基本的な

ボール操作として、パスのスピードと正確性、ボールの操作性といった基本的なボール操

作（パス）を身に付けさせることを目的として設定した。毎回の記録を、記録表（図３－

10）を掲示し、生徒同士が記録の向上について分かるようにした。パス＆コントロールの

ルールについては、図３－11に示す。 
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イ  復習的な学習活動と高等学校２年生の学習活動 

本研究において、中学校第１学年及び第２学年から高等学校入学年次までの学習内容と

高等学校２年生の学習内容を身に付けさせるために設定した学習活動を表３－３に示した。 

本研究においては、次の活動を単元計画に盛り込むこととした。 

表３－３  復習的な学習活動と高等学校２年生の学習活動 
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（ア）ボール操作の学習活動 

ａ ボール操作①（復習的な学習活動） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：ボールの動き

：人の動き
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ｂ ボール操作②（復習的な学習活動） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：ボールの動き

：人の動き
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ｃ ボール操作③（高等学校２年生の学習活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：ボールの動き

：人の動き
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ｄ ボール操作④（高等学校２年生の学習活動） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 守備者

学習者
(フリーマン)

攻撃者

作りだされた空間に走り込む味方
あるいは

空間を作りだす味方

b ca

：ボールの動き

：人の動き
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ｅ ボール操作⑤（高等学校２年生の学習活動） 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 守備者　　　攻撃者

作りだされた空間に走り込む味方
あるいは

空間を作りだす味方
あるいは
学習者

a b c

：ボールの動き

：人の動き
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（イ）ボールを持たないときの学習活動 

ａ ボールを持たないときの動き□1（復習的な学習活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 守備者

学習者

攻撃者

a

：ボールの動き

：人の動き
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ｂ ボールを持たないときの動き□2（復習的な学習活動） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 守備者

学習者
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a b

：ボールの動き

：人の動き
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ｃ ボールを持たないときの動き□3（復習的な学習活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 待機者 守備者

学習者

攻撃者

a b c

：ボールの動き

：人の動き
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ｄ ボールを持たないときの動き□4（高等学校２年生の学習活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 待機者 守備者

学習者

攻撃者

a b c

：ボールの動き

：人の動き
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４ 授業の実際 

【本時の展開】（　１　／14時間）
平成26年９月９日（火）　　第３校時（11：00～11：50）
（１）本時の目標

〈関心・意欲・態度〉相手を尊重しようとすることができるようにする。

（２）展開

学習内容・活動 教師の指導・手立てと評価

は
じ
め
10
分

１　集合、整列、挨拶、出席確認
２　オリエンテーション
　・単元目標、本時の学習課題と流れの確認
　　授業にあたっての注意事項、学習カード配付・説明

３　発表されたチームで集まる。

４　準備運動、ボール慣れ(２人１組でボール1球)

○生徒の出席確認を行い、生徒の健康状態を把握する。
○本時の学習のねらいや授業の進め方を説明する。

○チームを発表する。
○ゲームに向けた本時のチーム目標を伝え、個人の目標
については選択するよう伝える。

○チームごとの練習内容を説明し、練習場所を指示する。

な
か
30
分

５　チームごとの練習（５分）
　〈練習方法〉
　　・パス練習
　　　対面パスや２対１のパス回し

６　試しのゲーム（１５分）
　　６対６によるゲーム（５分ゲーム×３試合）

７　チームでゲームの振り返り

○チームの目標に向けたチームの話し合いをさせ、練習内
容を選ばせる。

○チーム練習が終われば、一度集合させ、試しのゲームの
ルールを説明する。

○積極的に相手のよいプレイを見付け、その相手のプレイ
を賞賛するなどの発言をするように伝える。

○ゲームの目標について、チームで、どういったところが課
題だったかを話し合わせる。

ま
と
め
10
分

８　片付け、集合、整理運動

９　本時のまとめ
　・本時の学習を振り返る。

10 次回の授業の確認
　・学習カードの提出

11 挨拶、解散

○全員で片付けるよう、指導する。

○巡回しながら、学習カードの記入を確認する。

○今日のゲームを通して、チームの目標で良かった点や改
善点を発表してもらう。
○今日のＭＶＰを発表してもらう。

〈知識・理解〉ねらいの達成に向けた自己観察の方法があることを理解できるようにする。

・練習やゲームの際は自分やチームで目標を持ち、その目標が達成できたかを振り返ろう！

・ゲームの時は、相手や仲間のよいプレイを見付け、そのプレイを賞賛しよう！

【発問】 今日のゲームにおいて、チーム及び個人の目標に対する振り返りで良かった点、改善点
は何か。今日のベストプレイは誰のどのようなプレイだったか。

 
 
 
   

【授業者による振り返り】 
 活発で明るい生徒が多く、男女仲良くゲームができていた。しかし、ボール操作は、男子が中心

であり、ボールを持たないときの動きは少なく、仲間との連携による攻防はあまり見られなかった。

ゲームをとおして、生徒の実態を把握することができたので、これからの授業に生かしていきたい。 
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【授業者による振り返り】 
 ボール慣れとして、パス＆コントロールを実施した。ゲーム性があるため、生徒は楽しみながら

活動していた。タスクゲームでは説明が長引き、活動時間まで及ぶことがあったので、簡潔に伝え

る準備が必要と感じた。指導後は、空間や動きを理解したパスが見られた。 
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【授業者による振り返り】 
 ボール慣れでは、女子のトラップとパスの正確性が高まってきたため、各チームの記録が伸びた。

パス＆ランでは、説明の中で、生徒による模範を行い、スムーズに活動することができた。また、

パスの出し手と受け手のタイミングを合わせるため、声を出すよう指導したところ、パスのリズム

が生まれるようになった。 
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【授業者による振り返り】 
 引っぱがしゲームでは、守備者に対しての制約（ルール等）が多く、ゲームを理解させることに

時間を要した。活動中は、ボールを持たないプレイヤーが懸命に相手守備者を自分に引き付けて、

ゴール前から引き離そうとする様子が見られた。しかし、攻防が繰り返すことが無いゲームだった

ので、活動量が少なくなった。攻防が繰り返されるように、ルール等を工夫する必要がある。 
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【授業者による振り返り】※所用により、他教員による授業を実施。 
 生徒達は、６対６のゲームの中で、これまでの復習的な学習活動で身に付けた、ボール操作とボ

ールを持たないときの動きを発揮しようとしていた。「私からあなたへ」のパスを送る際、味方が受

けやすいパスを出そうとする様子は見られたが、パスの連携は少なかった。 
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 【授業者による振り返り】※所用により、他教員による授業を実施。 
 ６対６ゲームでは、これまで学習したボール操作とボールを持たないときの動きの発揮に向けた

目標を持ち、実践後、振り返りをするように伝えた。各自の目標が明確になることで、パスの連携

に向けた動きが見られるようになってきた。ゲームの振り返りで、チーム内の役割分担についてア

ドバイスをする必要があった。 
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【授業者による振り返り】 
 雨天のため、体育館での活動となった。３グリッドゲームは、体育館半面の２コートで行った。

狭いため、パスを受ける空間を確保できず、活発ながらパスがつながらない活動となった。また、

タスクゲームの１ゲームに要する時間が長くかかってしまい、１人あたりの活動時間が少なくなっ

てしまった。ボールを持たないときの動きを身に付けるためには、空間と活動時間の確保が必要で

あると感じた。 
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【授業者による振り返り】 
 ２対２＋フリーマンゲームでは、味方が作りだした空間にパスを送ることを目標とした。生徒は

目標の達成に努め、主としてパスの連携を図るゲーム展開となった。これにより、サッカー本来の

特性であるゴールをねらう様子があまり見られなかった。タスクゲームでは、通常のゲームのよう

な攻防がみられる設定をし、その中で目標に挑戦させることが必要であると感じた。 
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 【授業者による振り返り】 
 前時の反省を生かし、攻防のあるゲームを設定した。これにより、生徒はゲームを楽しみながら、

目標の達成に向けて取り組んでいた。パス＆ゴーゲームでは、守備者が自由に動いて守ることで、

攻撃者は瞬時の判断が必要となったことから、生徒たちは、戸惑いを感じていたようであった。ボ

ールを持ったときの判断については、具体の選択肢を設ける必要があった。 
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【授業者による振り返り】 
パス＆ゴーゲーム（３対２）では、チーム内で助言し合ったり、励まし合ったりする様子が見ら

れた。これまでに学習したパスの連携した動きを習得し、発揮していた。 
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【授業者による振り返り】 
４対４ゲームでは、生徒が、「ボール操作」や「ボールを持たないとき」といった自分の状況を把

握して、的確に動く様子が見られた。また、ゲームでの振り返りの時間にチームの課題を解決する

ために、コミュニケーションを取る様子が見られた。 
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【授業者による振り返り】 
 雨天のため、体育館で実施した。５対５を体育館半面に１コートで行った。プレイスペースは狭

かったが、ゲーム中、ボールを持たないときにパスを受けるために、空いているスペースに素早く

移動したり、ゴール前に空間を作ったりする動きが見られた。多くの生徒が、パスの連携に向けて、

ボールをもらおうとする動きをしていた。 
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【授業者による振り返り】 
 前回同様、体育館で実施した。５対５ゲームと比較すると、４対４ゲームでは、プレイスペース

が確保でき、ボールをもらおうとする動きが多く見られた。また、ゲーム前にチームの課題につい

て話し合い、パスの連携に向けた目標を持ってゲームに取り組ませたことで、パスの連続回数を増

やすことにつながった。守備面でも考えてボールを奪おうとする様子が見られ、拮抗した攻防が見

られるゲーム展開となってきた。 
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５ 検証授業の結果と考察 

【授業者による振り返り】 
 最終授業での６対６ゲームは、仲間と連携した動きによるパスが途切れることなくつながるゲー

ム展開となった。各チームとも事前の練習を踏まえたことで、生徒がこれまでに学んだ動きをゲー

ム中に多く発揮する様子が見られた。学習を通してチーム内の結束も高まり、コミュニケーション

も多く見られた。また、攻撃の組み立て方にもサッカーの特性が現れるなど、サッカーの特性を味

わいながら楽しんでいる様子であった。 
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図３－13  チームごとのパス＆コントロールにおける

パス回数の推移 
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図３－14  一人当たりのパス回数の推移 

５ 検証授業の結果と考察 

仮説「高等学校２年生のサッカーの授業において、生徒の実態に応じて復習する機会を確保

することで、当該学年の学習への接続が円滑に図られ、仲間と連携したパスによる攻撃でゲー

ムが展開できるであろう。」について、Ｐ.12表３－１検証の視点及び具体的な分析の観点と分

析の方法に基づき検証していく。 

（１）基本的なボール操作(パス)が身に付いたか 

表３－４は、単元中、７回のパス＆コントロールにおいて、各チームのパス回数と参加人

数を表したものである。表３－５は、参加人数とパス総数から一人当たりのパス回数を算出

し、記録したものである。 

表３－４  各チームのパス回数と参加人数  ※（ ）内が参加人数 

チーム    
回 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

黄 26(６) 30(６) 26(６) 33(６) 31(６) 31(６) 33(６) 

オレンジ 31(６) 38(６) 31(６) 33(６) 34(６) 35(６) 37(６) 

青 28(６) 32(６) 28(６) 30(６) 35(６) 35(６) 36(６) 

緑 28(６) 23(６) 28(６) 32(６) 32(６) 31(６) 35(６) 

紫 27(６) 28(５) 27(５) 25(６) 33(６) 35(６) 36(６) 

合計 140(30) 151(29) 140(29) 153(30) 165(30) 167(30) 177(30) 

 

表３－５  パス総数と参加人数と一人当たりのパス回数  

回 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

パス総数 140 151 140 153 165 167 177 

参加人数 30 29 29 30 30 30 30 
一人当たり

のパス回数 
4.7 5.2 4.8 5.1 5.5 5.6 5.9 

 

ア チームごとのパス＆コントロールにおけるパス回数の推移 

図３－13は、全チームの７回の合計回数

の推移を示したものである。第４回までは、

回数の伸びにばらつきがあったが、第５回

以降は、ほぼ全チームが回数を増やしてい

る。第１回から第７回までに、７～12回増

えていたことが分かる。 

 

 

 

 

イ 一人当たりのパス回数の推移  

一人当たりのパス回数は、パス総数÷参

加人数で算出した。 

図３－14は、一人当たりのパス回数の推

移を示したものである。第１回は 4.7回で

あったが、活動に慣れてきた第３回以降で

は回を重ねるごとにパス回数が増え続け、

第７回では 5.9回と当初から 1.2ポイント

増えたことが分かる。 
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＜考察＞ 

（１）基本的なボール操作(パス)が身に付いたか 

パス＆コントロールでは、ゲーム形式で全７回に渡り、継続したことにより、第５回以

降、回を重ねるごとにチームと個人のパスの回数が増加した。前半では、つま先でボール

を蹴ったり、止めようとしていたが、後半では、インサイドキックや足裏全体でボールの

勢いを止めるようになり、効率的なパスが見られるようになった。 

これらのことから、パス＆コントロールによって、パスのスピードと正確性、ボールの

操作性といった基本的なボール操作（パス）を身に付けることができたと考えられる。 

 

 

（２）ボール操作（パス）が身に付いたか 

   文中の図３－16、３－18、３－19、３－21に使用した図表の標本数については、表３－６

のとおりである。映像データとして抽出できた緑、青チームを対象とした。なお、映像の分

析は、研究者と体育センター所員１名の計２名で行った。 

表３－６  文中に使用した標本数 

取り扱う

段 階 

復 習 

高等学校２年生 中学校第１学年 

及び第２学年 

中学校第３学年及び 

高等学校入学年次 

技 能 

（例 示） 

ア イ ウ 

得点しやすい空間にい

る味方にパスを出すこ

と。 

味方が操作しやすいパ

スを送ること。 

味方が作りだした空間

にパスを送ること。 

図 表 図３－16 
図３－18 

図３－19 
図３－21 

時  間 ２ ３ ４、12 

チ ー ム 緑 青 青 

人  数 ６ ６ ６ 

パ ス 数 12 18 30 

  

また、次の表３－７は、技能（例示）に対応した技能の知識である。 

表３－７  技能（例示）と技能の知識 

 

 

 

取り扱う

段 階 

復 習 

高等学校２年生 中学校第１学年 

及び第２学年 

中学校第３学年及び 

高等学校入学年次 

技 能 

（例 示） 

ア イ ウ 

得点しやすい空間にい

る味方にパスを出すこ

と。 

味方が操作しやすいパ

スを送ること。 

味方が作りだした空間

にパスを送ること。 

技 能 の 

知 識 

味方が走り込む前方に

合わせて、インサイドキ

ックでパスを出すこと 

味方の位置を見て、味方

が走り込む前方の位置

にゴロのパスを送るこ

と 

移動した味方が作りだ

した空間を把握し、そこ

に走り込む味方の動き

を見て、タイミングよく

パスを送ること 
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図●－● （ア）得点しやすい空間へパスを出すことが

できた割合（出現したパス数÷パス総

数）【FW パスゲーム】 
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図３－16  得点しやすい空間にいる味方にパスを出す

ことができた成功割合 

        【ＦＷパスゲーム】 

93.3% 96.7%
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図３－15  得点しやすい空間にいる味方にパスを出す

ための技能の知識の正答率 

【FW パスゲーム】 

ア 得点しやすい空間にいる味方にパスを出すことができたか。（中学校第１学年及び第２学

年の学習内容） 

技能（例示） 得点しやすい空間にいる味方にパスを出すこと 

技能の知識 味方が走り込む前方に合わせて、インサイドキックでパスを出すことを理解する。 

 

（ア）得点しやすい空間にいる味方にパスを出すための技能の知識の正答率 

    図３－15は、得点しやすい空間にパス

を出すための技能の知識について、理解

度チェック（資料編 P.17参照）を行い、

その正答率を示したものである。 

「どこにボールを蹴るか」の問いに、

「得点しやすい空間にパスを出すために、

味方が走り込む前方の位置へパスを出す

こと」と答えたのは 93.3％であった。ま

た、「どのようなキックか」の問いに、「イ

ンサイドキックで蹴ること」と答えたの

は、96.7％であった。 

 

 

（イ）味方が走り込む前方に合わせて、インサイドキックでパスができた成功割合 

成功割合の算出方法は、出現したパス

数÷パス総数×100とした。 

図３－16は、２時間目に行ったＦＷパ

スゲーム（P.23参照）において、始めと

終わりに実施した 12 本のパスについて

ＶＴＲで分析し、成功割合の変容を示し

たものである。始めに、味方が走り込む

前方へパスを出すことができたのは、

58.3％であった。終わりでは、91.7％で

あり、33.4ポイント増加したことが分か

る。 
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図３－19  味方が操作しやすいパスを送ることができた

成功割合２【パス＆ラン〈LEVEL２〉】 
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図３－18   味方が操作しやすいパスを送ることができた

成功割合１【パス＆ラン〈LEVEL１〉】 
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図３－17  味方が操作しやすいパスを送るための技能の

知識の正答率【パス＆ラン】 
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イ 味方が操作しやすいパスを送ることができたか。（中学校第３学年及び高等学校入学年

次の学習内容） 

技能（例示） 味方が操作しやすいパスを送ること 

技能の知識 味方の位置を見て、味方が走り込む前方の位置にゴロのパスを送ることを理解する。 

 

（ア）味方が操作しやすいパスを送るための技能の知識の正答率 

図３－17は、味方が操作しやすいパス

を送るための技能の知識について、理解

度チェック（資料編 P.17参照）を行い、

その正答率を示したものである。「次の味

方が走り込むとき、どの位置にパスを送

るか」の問いに、「前方」と答えたのは、

100％であった。「どのようなパスで送る

か」の問いに、「ゴロのパス」と答えたの

は、100％であったことから、全ての生徒

が理解したことが分かる。 

 

（イ）味方の位置を見て、味方が走り込む前方の位置にゴロのパスができた成功割合 

ａ パス＆ラン（ＬＥＶＥＬ１） 

成功割合の算出方法は、出現したパ

ス数÷パス総数×100 とした。 

図３－18は、３時間目に行ったパス

＆ラン〈LEVEL1〉（P.24 参照）におい

て、始めと終わりに実施した 18本のパ

スについてＶＴＲで分析し、その成功

割合の変容を示したものである。始め

に、味方の前方の位置にゴロのパスを

出すことができたのは、61.1％であっ

た。終わりでは、88.9％であり、27.8

ポイント増加したことが分かる。 

  
     ｂ ＬＥＶＥＬ２のパス＆ラン（ＬＥＶＥＬ２） 

成功割合の算出方法は、出現したパ

ス数÷パス総数×100とした。 

図３－19は、３時間目に行ったパス

＆ラン〈LEVEL2〉（P.25 参照）におい

て、始めと終わりに実施した 18本のパ

スについてＶＴＲで分析し、成功割合

の変容を示したものである。始めは、

味方が目指す前方へ走り込む動きに合

わせ、インサイドキックでゴロのパス

を出すことができたのは、61.1％であ

った。終わりでは、88.9％と 27.8ポイ

ント増加したことが分かる。 
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図３－21  味方が作りだした空間にパスを送ることがで

きた成功割合 

【ゲット・ザ・スペース】 

46.7% 

93.3% 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

４時間目 12時間目 ｎ=30 

90.0% 96.7%

10.0% 3.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（１）空間 （２）タイミング

不正解 正解 n=30

図３－20  味方が作りだした空間にパスを送るための技

能の知識の正答率 

  【ゲット・ザ・スペース】 

ウ 味方が作りだした空間にパスを送ることができたか。 

技能（例示） 味方が作りだした空間にパスを送ること 

技能の知識 
移動した味方が作りだした空間を把握して、そこに走り込む味方の動きを見て、タイ

ミングよくパスを送ることを理解する。 

 

（ア）味方が作りだした空間にパスを送るための技能の知識の正答率 

図３－20は、味方が作りだした空間 

にパスを送るための技能の知識につい

て、理解度チェック（資料編 P.18参照）

を行い、その正答率を示したものであ

る。「味方が動いたことにより、そこに

現れたものは何か」の問いに、「空間」

と答えたのは、90.0％であった。「走り

込む味方の動きに合わせてパスを送る

ために何を意識するか」の問いに、「タ

イミング」と答えたのは、96.7％であ

った。 

 

 

（イ）移動した味方が作りだした空間を把握して、そこに走り込む味方の動きを見て、タイ

ミングよくパスができた成功割合 

成功割合の算出方法は、出現したパ

ス数÷パス総数×100とした。 

図３－21は、ゲット・ザ・スペース

（P.26 参照）において、４時間目と 12

時間目に実施した 30 本のパスについ

てＶＴＲで分析し、成功割合の変容を

示したものである。４時間目に、味方

が作りだした空間にパスを送ることが

できたのは、46.7％であった。12時間

目には、93.3％と 46.6 ポイント増加し

たことが分かる。 
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＜考察＞ 

（２）ボール操作（パス）が身に付いたか 

   ア 得点しやすい空間にいる味方にパスを出すことができたか。【ＦＷパスゲーム】 

基本的なボール操作（パス）を身に付けながら、復習的な学習活動（ＦＷパスゲーム）

を実施したことにより、味方が走り込む前方に合わせて、インサイドキックでパスを出

すことの理解が深まり、それを技能で発揮できた割合が、指導始めの 58.3％から、指導

終わりの 91.7％と、33.4ポイント増加させることができた。 

もし、復習的な活動（ＦＷパスゲーム）を行っていなければ、ポイント数は上がらず、

おそらく、指導始めの 58.3％のままであったのではないかと思われる。 

 

イ 味方が操作しやすいパスを送ることができたか。【パス＆ラン】 

基本的なボール操作（パス）を身に付けながら、復習的な学習活動（パス＆ラン）を

実施したことにより、味方の位置を見て、味方が走り込む前方の位置にゴロのパスを送

ることの理解が深まり、それを技能で発揮できた割合が、指導始めの 61.1％から、指導

終わりの 88.9％と、27.8ポイント増加させることができた。 

もし、復習的な活動（パス＆ラン）を行っていなければ、ポイント数は上がらず、お

そらく、指導始めの 61.6％のままであったのではないかと思われる。 

 

ウ 味方が作りだした空間にパスを送ることができたか。【ゲット・ザ・スペース】 

復習的な学習活動（ＦＷパスゲームからパス＆ラン）を実施したことにより、高等学

校２年生の学習活動であるゲット・ザ・スペースでは、指導始め（４時間目）で技能を

発揮できた割合が 46.7％となっていた。 

もし、「ボール操作」の復習的な学習活動（ＦＷパスゲームからパス＆ラン）を行って

いなければ、おそらく、46.7％を大きく下回っていたのではないかと思われる。また、

復習的な学習活動（ＦＷパスゲームからパス＆ラン）に続けて、ゲット・ザ・スペース

を指導したところ、移動した味方が作りだした空間を把握して、そこに走り込む味方の

動きを見て、タイミングよくパスを送ることの理解が深まり、それを技能で発揮できた

割合が、指導始め（４時間目）の 46.7％から、指導終わり（12 時間目）に 93.3％と、

46.6ポイント増加させることができた。 

     

これらのことから、「ボール操作（パス）」では、復習的な活動を行ったことにより、

高等学校２年生の学習への接続が円滑に図られたと考えられる。 
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（３）ボールを持たないときの動き（パス）が身に付いたか 

   文中の図３－23、３－25、３－27、３－29に使用した図表の標本数については、表３－８

のとおりである。映像データとして抽出できた緑、青、黄、紫チームを対象とした。なお、

映像の分析は、研究者と体育センター所員１名の計２名で行った。 

表３－８  文中に使用した標本数 

取り扱う 

段 階 

復 習 
高等学校２年生 

中学校第３学年及び高等学校入学年次 

技 能 

（例 示） 

ア イ ウ エ 

パスを出した後

に次のパスを受

ける動きをする

こと。 

ゴール前に広い

空間を作りだす

ために、守備者を

引きつけてゴー

ルから離れるこ

と。 

ボール保持者が

進行できる空間

を作りだすため

に、進行方向から

離れること。 

ボール保持者が

プレイしやすい

空間を作りだす

ために、必要な場

所に留まったり、

移動したりする

こと。 

図 表 図３－23 図３－25 図３－27 図３－29 

時  間 ２ ３、４ ７ 10、13 

チ ー ム 青 黄 緑、紫 青 

人  数 ６ ６ 12 ６ 

ゲーム数 12 ６ 12 18 

 

また、次の表３－９は、技能（例示）に対応した技能の知識である。 

表３－９  学習内容と技能の知識 

取り扱う 

段 階 

復 習 
高等学校２年生 

中学校第３学年及び高等学校入学年次 

技 能 

（例 示） 

ア イ ウ エ 

パスを出した後

に次のパスを受

ける動きをする

こと。 

ゴール前に広い

空間を作りだす

ために、守備者を

引きつけてゴー

ルから離れるこ

と。 

ボール保持者が

進行できる空間

を作りだすため

に、進行方向から

離れること。 

ボール保持者が

プレイしやすい

空間を作りだす

ために、必要な場

所に留まったり、

移動したりする

こと。 

技 能 の 

知 識 

パスを出す前に

味方を見て、パス

を出した後に守

備者の後ろや空

いているスペー

スに素早く走り

込むこと 

ゴール前に広い

空間を作りだす

ために、左右にパ

スをもらう動き

をしながらひら

く。その際、相手

を引きつけるた

めにアピールを

すること。 

ボール保持者が

進行できる空間

を作りだすため

に、左右にパスを

もらう動きをし

ながらひらく。そ

の際、相手を引き

つけるためにア

ピールをするこ

と。 

ボール保持者が

プレイしやすい

空間を作りだす

ために、ボール保

持者が守備者を

抜けないときは

その場に留まり、

ボール保持者が

守備者を抜いた

ときは空間に移

動すること。 
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図３－23  パスを出した後に次のパスを受ける動きをす

ることができた成功割合 

【マイボールゲーム】 

58.3% 

83.3% 

0
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30
40
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70
80
90

100

始め 終わり ｎ=60 

図３－22  パスを出した後に次のパスを受ける動きをす

るための技能の知識の正答率 

【マイボールゲーム】 

100% 100%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（１）空いているスペース （２）素早く

不正解 正解 n=30

ア パスを出した後に次のパスを受ける動きをすることができたか。（中学校第３学年及び高

等学校入学年次の学習内容） 

技能（例示） パスを出した後に次のパスを受ける動きをすること 

技能の知識 
パスを出す前に味方を見て、パスを出した後に守備者の後ろや空いているスペースに

素早く走り込むことを理解する。 

 

（ア）パスを出した後に次のパスを受ける動きをするための技能の知識の正答率 

図３－22は、パスを出した後に次のパ

スを受ける動きをするための技能の知識

について、理解度チェック（資料編 P.17

参照）を行い、その正答率を示したもの

である。「パスを出したら、どこへ走り込

むか」の問いに、「空いているスペース」

と答えたのは、100％であった。また、「パ

スを出したら、どのように走るか」の問

いに、「素早く」と答えたのは、100％で

あったことから、全ての生徒が理解した

ことが分かる。 

 

 

（イ）パスを出す前に味方を見て、パスを出した後に守備者の後ろや空いているスペースに

素早く走り込むことができた成功割合 

成功割合の算出方法は、出現した動き

の数÷ゲーム数×100とした。 
図３－23は、２時間目に行ったマイボ

ールゲーム（P.29参照）において、始め

と終わりに実施した 60 回のゲームでの

動きについてＶＴＲで分析し、成功割合

の変容を示したものである。始めは、パ

スを出した後に次のパスを受ける動きを

することができたのは、58.3％であった。

終わりでは、83.3％と 25ポイント増加し

たことが分かる。 
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図３－25  ゴール前に広い空間を作りだすために、守備

者を引きつけてゴールから離れる動きができ

た成功割合 

【引っぱがしゲーム】 

50.0% 

66.7% 

0
10
20
30
40
50
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80
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始め 終わり ｎ=６ 

96.7% 100% 96.7%

3.3% 3.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（１）左右 （２）パスをもらうふりをする （３）アピールすること

不正解 正解 n=30

図３－24  ゴール前に広い空間を作るために、守備者を

引きつけてゴールから離れる動きをするため

の技能の知識の正答率 

【引っぱがしゲーム】 

イ ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離れることがで

きたか。（中学校第３学年及び高等学校入学年次の学習内容） 
技能（例示） ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離れること 

技能の知識 
左右にパスをもらう動きをしながらひらく。その際、相手を引きつけるためにアピー

ルをすることを理解する。 

 
（ア）ゴール前に広い空間を作りだすために、守備者を引きつけてゴールから離れるための

技能の知識の正答率 

図３－24は、ゴール前に広い空間を作

りだすために、守備者を引きつけてゴー

ルから離れる動きをするための技能の知

識について、理解度チェック（資料編

P.17参照）を行い、その正答率を示した

ものである。「ゴール前に広い空間を作り

だすために、どこに動くか」の問いに、

「左右」と答えたのは、96.7％であった。

「その際、どのようにして動くか」の

問いに、「パスをもらうふりをする」と

答えたのは、100％であった。「相手を

引きつけるためには、何をすることが

大切か」の問いに、「アピールすること」

と答えたのは、96.7％であった。 

 
 
（イ）ゴール前に広い空間を作りだすために、左右にパスをもらう動きをしながらひらく。

その際、相手を引きつけるためにアピールをすることができた成功割合 

成功割合の算出方法は、出現した動き

の数÷ゲーム総数×100とした。 
図３－25は、３時間目と４時間目に行

った引っぱがしゲーム（P.30 参照）にお

いて、始めと終わりに実施した６回のゲ

ームでの動きについてＶＴＲで分析し、

成功割合の変容を示したものである。始

めは、ゴール前に広い空間を作りだすた

めに、守備者を引きつけてゴールから離

れる動きができたのは、50.0％であった。

終わりでは、66.7％と 16.7 ポイント増加

したことが分かる。 
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図３－27  ボール保持者が進行できる空間を作りだすた

めに、進行方向から離れることができた成功

割合 

【３グリッドゲーム】 
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図３－26  ボール保持者が進行できる空間を作りだす

ために、進行方向から離れるための技能の

知識の正答率 

【３グリッドゲーム】 

96.7%
80.0%

100%

3.3%
20.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（１）左右 （２）パスを受けるふりをする （３）アピールする

不正解 正解 n=30

ウ ボール保持者が進行できる空間を作りだすために、進行方向から離れることができたか。 

（中学校第３学年及び高等学校入学年次の学習内容） 

技能（例示） ボール保持者が進行できる空間を作りだすために、進行方向から離れること 

技能の知識 
左右にパスをもらう動きをしながらひらく。その際、相手を引きつけるためにアピー

ルをすることを理解する。 

 
（ア）ボール保持者が進行できる空間を作りだすために、進行方向から離れるための技能の

知識の正答率 

図３－26は、ボール保持者が進行でき

る空間を作りだすために、進行方向から

離れるための技能の知識について、学習

カード（資料編 P.４参照）でチェックし、

その正答率を示したものである。「ボール

保持者が進行できる空間を作りだす３つ

のポイント」の問いに、「左右」と答えた

のは、96.7％であり、「パスを受けるふり

をする」が 80.0％、「アピールする」が

100％であった。 

 

 

（イ）ボール保持者が進行できる空間を作りだすために、左右にパスをもらう動きをしなが

らひらく。その際、相手を引きつけるためにアピールをすることができた成功割合 

     成功割合の算出方法は、出現した動き

の数÷ゲーム総数×100とした。 

図３－27は、７時間目に行った３グリ

ッドゲーム（P.31参照）において、始め

と終わりに実施した 12 回のゲームでの

動きについて、ＶＴＲで分析し、成功割

合の変容を示したものである。始めは、

ボール保持者が進行できる空間を作りだ

すために、進行方向から離れることがで

きたのは、50.0％であった。終わりでは、

66.7％と 16.7 ポイント増加したことが

分かる。 
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図３－29 ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだす

ために、その場に留まったり、移動したりするこ

とができた成功割合 

【パス＆ゴ―ゲーム（２対１）】 
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図３－28  ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだ

すために、その場に留まったり、移動したりす

るための技能の知識の正答率 

【パス＆ゴ―ゲーム（２対１）】 

56.7% 50.0%

43.3% 50.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（１）ボール保持者が守備者を抜けない時 （２）ボール保持者が守備者を抜いた時

不正解 正解 n=30

エ ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだすために、その場に留まったり、移動した

りすることができたか。 

技能（例示） 
ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだすために、その場に留まったり、移動し

たりすること 

技能の知識 
ボール保持者が守備者を抜けないときはその場に留まり、ボール保持者が守備者を抜

いたときは空間に移動することを理解する。 

 

（ア）ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだすために、その場に留まったり、移動し

たりするための技能の知識の正答率 

図３－28は、ボール保持者がプレイし

やすい空間を作りだすために、その場に

留まったり、移動したりするための技能

の知識について、理解度チェック（資料

編 P.18 参照）を行い、その正答率を示し

たものである。ボール保持者がプレイし

やすい空間を作りだすために、「どういう

時にその場に留まってパスを受けるか」

の問いに、「ボール保持者が守備者を抜け

ない時」と答えたのは、56.7％であった。

「どういう時に、空間に移動してパスを

受けるか」の問いに、「ボール保持者が守

備者を抜いた時」と答えたのは、50.0％

であった。 

 

 

（イ）ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだすために、ボール保持者が守備者を抜け

ないときはその場に留まり、ボール保持者が守備者を抜いたときは空間に移動すること

ができた成功割合 

成功割合の算出方法は、出現したパ

ス数÷ゲーム総数×100とした。 

図３－29は、パス＆ゴーゲーム（２

対１）（P.32 参照）において、10時間

目と 13 時間目に実施した 18回のゲー

ムをＶＴＲで分析し、成功割合の変容

を示したものである。10時間目に、ボ

ール保持者がプレイしやすい空間を作

りだすことができたのは 37.5％であ

った。13 時間目では、62.5％と 25 ポ

イント増加したことが分かる。 
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＜考察＞ 

（３）ボールを持たないときの動き（パス）が身に付いたか 

ア パスを出した後に次のパスを受ける動きをすることができたか。【マイボールゲーム】 

復習的な学習活動（マイボールゲーム）を実施したことにより、パスを出す前に周り

をよく見て、パスを出した後に、守備者の後ろや空いているサイドに向かって、素早く

走り込んで、パスを受けることの理解が深まり、それを技能で発揮できた割合が、指導

始めの 58.3％から、指導終わりの 83.3％と、25ポイント増加させることができた。 

もし、復習的な活動（マイボールゲーム）を行っていなければ、ポイント数は上がら

ず、おそらく、指導始めの 58.3％のままであったのではないかと思われる。 

    

イ ゴール前に広い空間を作るために、守備者を引きつけてゴールから離れることができ

たか。【引っぱがしゲーム】 

復習的な学習活動（引っぱがしゲーム）を実施したことにより、ゴール前に広い空間

を作るために、左右にパスをもらうふりをしながらひらき、その際、相手を引きつける

ためにアピールをすることの理解が深まり、それを技能で発揮できた割合が、指導始め

の 50.0％から、指導終わりの 66.7％と、16.7ポイント増加させることができた。 

もし、復習的な活動（引っぱがしゲーム）を行っていなければ、ポイント数は上がら

ず、おそらく、指導始めの50.0％のままであったのではないかと思われる。 

    

ウ ボール保持者が進行できる空間を作りだすために、進行方向から離れることができた

か。【３グリッドゲーム】 

復習的な学習活動（３グリッドゲーム）を実施したことにより、ボール保持者が進行

できる空間を作りだすために、左右にパスをもらうふりをしながらひらき、その際、相

手を引きつけるためにアピールをすることの理解が深まり、それを技能で発揮できた割

合が、指導始めの 50.0％から、指導終わりの 66.7％と、16.7 ポイント増加させること

ができた。 

もし、復習的な活動（３グリッドゲーム）を行っていなければ、ポイント数は上がら

ず、おそらく、指導始めの 50.0％のままであったのではないかと思われる。 

    

エ ボール保持者がプレイしやすい空間を作りだすために、その場に留まったり、移動し

たりすることができたか。【パス＆ゴーゲーム（２対１）】 

復習的な学習活動（マイボールゲームから３グリッドゲーム）を実施したことにより、

高等学校２年生の学習活動であるパス＆ゴーゲーム（２対１）では、指導始め（10時間

目）で、技能を発揮できた割合が 37．5％となっていた。 

もし、「ボールを持たないときの動き」の復習的な学習活動（マイボールゲームから３

グリッドゲーム）を行っていなければ、おそらく、37.5％を大きく下回っていたのでは

ないかと思われる。また、復習的な学習活動（マイボールゲームから３グリッドゲーム）

に続けて、パス＆ゴーゲーム（２対１）を指導したところ、ボール保持者がプレイしや

すい空間を作りだすために、ボール保持者が守備者を抜けないときはその場に留まった

り、守備者を抜いたときは移動したりすることの理解が深まり、それを技能で発揮でき

た割合が、指導始め（10時間目）の 37.5％から、指導終わり（13時間目）に 62.5％と、

25ポイント増加させることができた。 
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これらのことから、「ボールを持たないときの動き（パス）」では、復習的な活動を行

ったことにより、高等学校２年生の学習への接続が円滑に図られたと考えられる。 
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図３－30  パスの連続本数の推移 

１本（60.0％）

１本（73.3％）

２本（40.0％）

２本（20.0％）

２本（64.3％）

３本

（6.7％）

３本（28.6％）
６本

（7.1％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間目

６時間目

14時間目

n=10

n=15

n=14

（４）仲間と連携したパスによる攻撃でゲームが展開できたか 

ア ゲーム中に見られた連続したパスの変容 

文中に使用した図表の標本数については、表３－10、表３－11のとおりである。 

表３－10  抽出した対象のゲームとゲーム時間 

対象のゲーム 緑 対 青 

ゲ ー ム 時 間 ４分間 

   

表３－11  青と緑のゲーム中に見られた連続したパスの変容 

時 間 １ ６ 14 

１ 本 の パ ス ６ 11 ０ 

２ 本 の パ ス ４ ３ ９ 

３ 本 の パ ス ０ １ ４ 

６ 本 の パ ス ０ ０ １ 

成 功 本 数 10 20 36 

パ ス 総 数 33 28 42 

    

到達度規準については、教師が生徒の様子を観察し、それぞれ設定した。 

 

（ア）パスの連続本数の推移 

図３－30は、パスが連続した本数の

推移について示したものである。パス

の連続本数が１本については、１時間

目は 60.0％であり、６時間目は 73.3％

に増加したが、14 時間目は０％であっ

た。２本については、１時間目は 40.

0％であり、６時間目は 20.0％、14時

間目は 64.3％であった。３本について

は、１時間目は０％であり、６時間目

は 6.7％、14時間目は 28.6％であった。

６本が 14時間目に 7.1％が見られるよ

うになり、連続本数が増えたことが分

かる。 

 

（イ）パスの成功本数と成功確率の推移 

   成功確率の算出方法は、成功本数÷ 

パス総数×100とした。 

図３－31は、パスの成功本数及び成

功確率の推移について示したものであ

る。成功本数は、１時間目は 10本、６

時間目は 20 本、14 時間目は 36本と増

加したことが分かる。パスの成功確率

は、１時間は 30.3％、６時間目は

71.4％、14時間目は 85.7％であり、１

時間目と 14 時間目では、55.4 ポイン

ト高くなったことが分かる。 

10本

20本

36本
30.3% 

71.4% 

85.7% 

0

10

20

30

40

0

20

40

60

80

100

1時間目 6時間目 14時間目

成功本数 パス成功確率

(n=28) (n=42)

図３－31  パスの成功本数と成功確率の推移 

 

(n=33) 

【到達規準】 
 14時間目で３本以上のパスの出現が、25％以上。 

【到達規準】 

 成功確率が、80％以上。 
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図３－32  生徒Ａとチームのゲーム中（攻撃）に移動した

時間の変容 

13秒

37秒

55秒

29秒

25秒

48秒

0

10

20

30

40

50

60

1時間目 ６時間目 14時間目

生徒Ａの移動時間 チームの平均移動時間

図３－33  生徒Ａがゲーム中に、ボール保持者がパスし

やすい空間を作りだすために、その場に留まっ

たり、移動できた回数の変容 

イ 生徒Ａのゲーム中に見られた変容 

ハンドボールの授業を観察したところ、生徒Ａは、「ボール操作」では、受けたボールを

意図的にパスすることができなかったり、「ボールを持たないときの動き」では、パスを出

した後どこへ動いて良いか分からずに立ち尽くしていたりした様子が見られた。しかし、

授業の中で、段階的にパスの技能を身に付け、ゲームで発揮する様子が見られるようにな

ったことから、抽出し、分析した。 

文中に使用した図表の標本数については、表３－12 のとおりである。 

表３－12  生徒 A 及びオレンジチームのゲーム中に見られたパスの変容 

時 間 １ ６ 14 

ゲ ー ム 時 間 ４分間 

対 象 Ａ 
チーム平均 

（オレンジ） 
Ａ 

チーム平均 

（オレンジ） 
Ａ 

チーム平均 

（オレンジ） 

移動時間（秒） 13 29 37 25 55 48 

サポート数（回） ４  ５  ９  

 

（ア）生徒Ａとチームのゲーム中（攻撃）に移動した時間の変容 

図３－32は、生徒Ａとチームのゲーム

中（攻撃）に移動した時間をＶＴＲから

計測し、その変容を示したものである。

１時間目では13秒、６時間目では37秒、

14 時間目では 55 秒と授業を重ねるごと

に、ゲーム中に移動した時間が増えたこ

とが分かる。チームの平均移動時間との

比較から６時間目以降で上回り、チーム

内で攻撃の際に積極的に移動していたこ

とが分かる。 

 

 

 

（イ）生徒Ａがゲーム中に、ボール保持者がパスしやすい空間を作りだすために、その場に

留まったり、移動したりすることができた回数の変容 

     図３－33 は、生徒Ａがゲーム中に、ボ

ール保持者がパスしやすい空間を作り

だすために、その場に留まったり、移動

したりすることができた回数をＶＴＲ

で計測し、その変容を示したものである。

１時間目は４回、６時間目は５回、14時

間目は９回であった。１時間目と 14 時

間目で５回増加したことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

【到達規準】 
 14時間目で移動した時間が、チーム平均以上。 

【到達規準】 
 14時間目で出現した回数が、７回以上。 
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＜考察＞ 

 （４）仲間と連携したパスによる攻撃でゲームが展開できたか 

ア ゲーム中に見られた連続したパスの変容 

（ア）パスの連続本数の推移 

１時間目は、パスの連続本数１、２本が多いゲームの様子であったが、復習的な学

習活動が進んだ６時間目では、１本のパスが増え、ボール保持者が誰へ、どこへ、ど

のようにパスするべきかを理解することができ、パスをつなごうとする様子が見られ

た。復習的な学習活動に続く、高等学校２年生の学習活動を終えた 14時間目では、１

本のパスが消失し、連続した２、３本以上のパスが見られるようになった。 

    

（イ）パスの成功本数と成功確率の推移 

１時間目は、パスの成功本数が 10 本（成功確率 30.3％）であったが、復習的な学

習活動が進んだ６時間目では、成功本数が 20 本（成功確率 71.4％）に増加し、味方

への正確なパスを身に付けた様子が見られた。高等学校２年生の学習活動を終えた 14

時間目では、パスの成功本数は 36 本（成功確率 85.7％）であり、ゲーム中の多くの

パスが途切れることなくつながった様子が見られるようになった。 

 

   イ 生徒Ａのゲーム中に見られた変容 

  （ア）ゲーム中（攻撃）に移動した時間の変容 

１時間目は、攻撃中に移動した時間が 13秒であり、復習的な学習活動が進んだ６時

間目では 37 秒となったことから、パスを受けようと、積極的にボールに関わろうとす

る様子が見られた。復習的な学習活動に続く、高等学校２年生の学習活動を終えた 14

時間目では、55 秒となり、常にボールを持たないときに空間を見付けて走り込み、ゴ

ール前に空間を作る様子が見られるようになった。 

    

（イ）ボール保持者がパスしやすい空間を作りだすために、その場に留まったり、移動し

たりすることができた回数の変容 

１時間目は、その場に留まったり、移動したりすることができた回数が４回であり、

復習的な学習活動が進んだ６時間目では５回、復習的な学習活動に続く、高等学校２

年生の学習活動を終えた 14 時間目では９回となり、パスを受けるために空間を見付

け、素早く空いている空間に走り込んで移動する様子や常にボール保持者の位置を確

認し、留まるか移動するかを判断している様子が見られるようになった。 

 

アとイから、復習的な学習活動と、これに続く高等学校２年生の学習活動を行ったこ

とにより、仲間と連携したパスによる攻撃でゲームが展開できたと考えられる。 
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（５）仮説の有効性について 

これまで述べてきたように、検証授業をとおして次のことが明らかになった。 

 

（１）基本的なボール操作（パス）が身に付いたか 

○基本的なボール操作（パス）を身に付けることができたと考えられる。 

 

（２）「ボール操作」が身に付いたか 

○「ボール操作（パス）」の復習的な学習内容を身に付けたことにより、高等学校２年

生の学習への接続が円滑に図られたと考えられる。 

 

（３）「ボールを持たないときの動き」が身に付いたか 

  ○「ボールを持たないときの動き（パス）」の復習的な学習内容を身に付けたことによ

り、高等学校２年生の学習への接続が円滑に図られたと考えられる。 

 

（４）仲間と連携したパスによる攻撃でゲームが展開できたか 

  ○復習的な学習活動と、これに続く高等学校２年生の学習活動を行ったことにより、仲

間と連携したパスによる攻撃でゲームが展開できたと考えられる。 

  

    

検証授業において、生徒は、ボール慣れ（パス＆コントロール）を継続して行うことによ

り、基本的なボール操作である、パスのスピードと正確性、ボールの操作性といった基本的

なボール操作（パス）を身に付けることができたと考えられる。 

「ボール操作（パス）」と「ボールを持たないときの動き（パス）」で、復習的な学習活動

を実践したことにより、復習的な学習内容を身に付け、高等学校２年生の学習への接続が円

滑に図られたと考えられる。 

そして、14 時間目の最終的なゲームでは、身に付けたパスの技能を発揮し、仲間と連携し

たパスによる攻撃でゲームを展開する場面が多く見られた。 

よって、仮説「高等学校２年生のサッカーの授業において、生徒の実態に応じて復習する

機会を確保することで、当該学年の学習への接続が円滑に図られ、仲間と連携したパスによ

る攻撃でゲームが展開できるであろう。」の有効性は明らかになったと思われる。 
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（６）指導の工夫と効果及び課題 

ア 技能の知識 

（ア）ボール操作 

「ボール操作」では、技能の知識の指導において、動きの説明として「誰が、どこに」

とともに、パスのコツやタイミングを盛り込んだことにより、知識を身に付けることが

できた。また、中学校第１学年の例示から当該学年まで、パスを段階的に指導したこと

により、「（私から）味方（あなた）へ」、「（私から）移動する味方（あなた）へ」、「（私

から）移動した味方が作りだした空間に飛び込む味方（あなた）へ」といった動きの発

達段階を踏まえたことも理解につながったと考える。 

ドリルゲームでは、学習者が、自らのパス操作を妨害されないことを条件として設定

したことと、試技回数が確保できたことから、技能の知識を身に付けての技能発揮に効

果があったと考える。 

 

（イ）ボールを持たないときの動き 

「ボールを持たないときの動き」では、技能の知識の指導において、「ボール操作」と

同じくコツやタイミングについても指導したが、知識の定着を図ることが難しかった。

「ボールを持たないときの動き」では、自分、味方、相手に関わる状況判断が求められ

る。動きをドリルゲームで焦点化すると形式的な活動となって、連動した動きにならず、

試技回数が少なくなることが多かった。更に、生徒に、この動きがメインゲームで発揮

できた様子を想像させることができなかったことも要因であると考える。 

この技能を発揮するためには、よりメインゲーム（６対６）に近いタスクゲームを行

い、様々な攻防が行われる中で、身に付ける動きを切り取り、これに応じた状況判断に

ついて説明することが必要であると考える。また、指導を進める中で、生徒の実態を把

握しながら、柔軟に活動を変更したり、十分な活動時間を確保したりして動きを身に付

ける工夫が必要であった。 
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  イ 学習活動（ドリルゲームとタスクゲーム） 

  全ての学習活動で、誰が何を学ぶのかが分かるよう、学習者を特定した。次の各学習活

動での工夫と効果及び現状と課題は表３－13、表３－14のとおりである。 

表３－13  各学習活動での工夫と効果及び現状と課題（ボール操作） 

 

表３－14  各学習活動での工夫と効果及び現状と課題（ボールを持たないときの動き） 

学習活動 工 夫 効 果 現 状 と 課 題 

ボ
ー
ル
を
持
た
な
い
と
き
の
動
き 

復 

習 

マイボール

ゲーム 
【P.31参照】 

○１対１での動く範囲

を特定（グリット内） 

○５対１（味方の４名を

範囲外に配置） 

学習者がパスを出しやすく

なり、パスを出した後に次

のパスを受ける動きを連続

して行うことができた。 

 

引っぱがし

ゲーム 
【P.32参照】 

○守備者の動く範囲と

方向、学習者が動く方

向を限定 

 ゲームが形式的なものとなり、動

きの持つ意義を理解させること

ができなかった。メインゲームに

近いアウトナンバーゲームで、生

徒に見られた動きを捉え、この学

習の動きが持つ意義を説明する

指導が必要であった。 

３グリッド

ゲーム 
【P.33参照】 

○守備者の動く範囲と

学習者が動く方向を

限定 

○ボール保持者をコー

トの左端から開始さ

せ、学習者が動く範囲

を広げた 

 

 学習者は決まって同じ方向に動

き、ゲームが形式的なものになっ

た。引っぱがしゲームと同様、動

きの持つ意義を理解させること

ができなかった。メインゲームに

近いアウトナンバーゲームで、生

徒に見られた動きを捉え、この学

習の動きが持つ意義を説明する

指導が必要であった。 

高
等
学
校

２
年
生 

パス＆ゴー

ゲーム 

（２対１） 
【P.34参照】 

○２対１で動く範囲を、

広く設定 

 ２つの動きをねらいとしている

ことから、身に付けるためには、

時間を掛ける必要があった。 

学習活動 工 夫 効 果 現 状 と 課 題 

ボ
ー
ル
操
作 

復 

習 

ＦＷパスゲ

ーム 
【P.25参照】 

○得点しやすい空間の

特定（ミニコーン） 

○守備者の動きを特定 

（グリッド内） 

学習者は、得点しやすい空

間を視覚的に捉え、味方に

パスを出すタイミングを計

ることに集中して活動でき

た。 

 

パス＆ラン
【P.26、27参照】  

○味方の動きを特定 

（ライン上の一方向） 

○パスを受ける味方が

走り込む空間を特定 

（半円） 

学習者は、空間に走り込む

味方にパスを送るタイミン

グを計ることに集中して活

動できた。 

 

高
等
学
校
２
年
生 

ゲット・ザ・

スペース 
【P.28参照】 

○味方の動きで作られ

る空間を特定 

（ライン上の一方

向） 

学習者は、空間に走り込む

味方にパスを送るタイミン

グを計ることに集中して活

動できた。 

 

２対２＋フ

リーマンゲ

ーム 
【P.29参照】 

○アウトナンバーゲー

ム（味方と攻撃者の動

きの制限を無くした） 

 守備者２名が味方２名をマーク

し続けることとなり、空間を作り

だせず、学習者が学べるゲームの

状況を作りだすことが難しかっ

た。守備者の動きを限定し、動き

始めにボールを奪いに行く動き

を指示する必要があった。 

パス＆ゴー

ゲーム 

（３対２） 
【P.30参照】 

○アウトナンバーゲー

ム（守備者の動き方を

３つに限定） 

 ゴール方向に向かって移動する

ことを伴っていたことから、攻撃

回数が増え、学習者は、味方が作

りだした空間を瞬時に捉えるこ

とが難しかった。攻撃側のボール

を持たないときの動きについて

は、パスをもらうために有効な動

き方を分かりやすく提示する必

要があった。 
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ウ 学習カード 

学習カードには、あらかじめ学習内容と学習活動を記載し、授業の始めに生徒へ配付す

ることにより、本時に「何を」「どのように」学ぶかを把握することができるようにした。 

技能の知識については、学習活動をとおして身に付けたことを振り返ることができるよ

う質問形式を取り入れ、穴埋めや選択で解答させ、定着を図った。 

また、思考・判断の学習活動では、課題発見から解決に向けたプロセスを記入できるよ

うに、５Ｗ（いつ、誰が、どこで、何を、なぜ）と１Ｈ（どのように）の質問項目を設定

した。「先生から」の欄には、生徒が学習の中で抱いた疑問の回答を記入できるようにし、

個別にアドバイスすることで、解決を図ることができるようにした。 

生徒全員とのやり取りをとおして、信頼関係を築くことができ、生徒の学習の定着や深

まりを図ることができたと考える。 

 

エ 掲示物 

（ア）パス＆コントロールの記録表 

毎回の記録を記入し、生徒が各チームのパス回数を把握できるようにしたことで、各

チームが競争し合いながらパスの回数を増やしていったことから、記録の向上につなげ

ることができたと考える。 

 

（イ）学習のねらいと学習活動（ゲーム方法・ルール） 

学習のねらいと学習活動（ゲーム方法・ルール）を掲示しながら説明することにより、

ゲーム方法やルールの説明時間を短縮でき、活動時間の確保につながった。また、授業

の始めから終わりまで掲示し続けたことにより、生徒が必要に応じて確認することがで

き、学習をスムーズに進めることにつながったと考える。 

 

オ 場の工夫 

学習をとおして生徒が身に付けたボール操作の実態に合わせて、メインゲーム（６対６）

のコートは、横30ｍ、縦45ｍの広さ（ハンドボールコートより少し大きめ）とした。これ

により、仲間との連携したパスによる攻撃がしやすい距離と空間を確保した。 

また、ゴールはミニゴールを使用し、ゴールキーパーの役割は設定しないことで、チー

ム全員が連携したパスによる攻撃に関わることができるようになった。 

 

（７）目指す生徒の姿について 

目指す生徒の姿が明確だったことにより、指導の際に、生徒に学習させる内容が「仲間と

連携したパスによる攻撃ができるゲーム」に向けて、身に付けさせる学習内容を統合的に指

導することができた。 

 

（８）検証授業実践について 

単元の指導の中で、学習活動に取り組む様子を観察し、学習内容を身に付けることが難し

いと判断することがあった場合、生徒の実態に合わせて学習活動を変更していくことが必要

だった。特に、ボールを持たないときの動きでの学習活動では、学習内容を踏まえた動きが

出現しやすいように、ルールや人数、場を工夫したが、メインゲームにつながる状況判断を

学習させる活動とはなっていなかった。この対応が不十分だったことが残念である。 

授業での形成的評価を踏まえて、生徒の実態に応じた学習活動を工夫できることの大切さ

を実感した。 
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（９）生徒の感想について 

授業後の生徒の感想には、「こんなに女子が得点できるサッカーの授業は初めてだった。し

っかり基礎からやれば、上手くゲームにも発揮できるんだと思いました。」や「地味な練習を

続けるうちに、チームメイトがどんどん上達するのが分かり、それによってゲーム中のパス

の連携も取れるようになって楽しかった。」などがあり、パスの技能を身に付け、ゲームで発

揮することにより、サッカーの特性を味わうことができたことが記入されていた。 

また、「スペースへの動きなどはバスケットボールと似ていたので、判断したことを瞬時に

行動に移すことができた」とあり、身に付けた動きが、ゴール型種目としての特性だと気付

いたことが記入されていた。 

一方、「たまに説明が分かりにくいときがあったが、あるチームの模範を見たときは分かり

やすかった」とあり、生徒に説明する際は、ホワイトボード等でマグネットを使用する、模

範する、または併用することについて判断し、常に分かりやすい説明をするべきだったこと

が分かった。また、「最後の少しの時間しか試合ができなかったので、次はもっと試合をした

い。そして、試合の中で課題を見付けたいです。」や「ゲームをしているうちに楽しくなって、

サッカーを選んで良かったと思う。でも、もう少したくさん試合がしたかった。」などがあり、

ゲームをとおして身に付けたことを高めて、次の試合に臨もうとする姿勢が見られた。単元

中に、メインゲームの時間を一定時間確保する必要があったことが分かった。 

 

   表３－15  「サッカーの授業の感想」抜粋 

１ 
ちゃんとサッカーの動きの練習をしてから試合に入ったので、作戦を立てたりしながらのプレイは

おもしろかったです。 

２ 
チーム別に課題に対するトレーニングができたのは良かった。チーム別にトレーニングすることに

よって、うまくなったことがすぐ分かるので自信とやる気につながった。 

３ 

ゲームが全然できず最初はつまらない授業だと思っていたが、地味な練習を続けるうちに、チーム

メイトがどんどん上達するのが分かり、それによってゲーム中のパスの連携も取れるようになって

楽しかった。 

４ 
最初から試合をするのではなくて、ちゃんと１から練習して、みんなが上達してから試合をする形

が、新しい方法で良かった。 

５ 
こんなに女子が得点できるサッカーの授業は初めてだった。しっかり基礎からやれば、上手くゲー

ムにも発揮できるんだと思いました。 

６ 全員が試合で活躍できるようになるための練習ができ、試合ではみんなで楽しくサッカーができた。 

７ 
毎時間の授業の目標が明確だったので、自分の中でも少しずつ整理して頑張れました。サッカーが

楽しくなりました。 

８ 

バスケットボールを日頃からやっていて、いつも手を使うスポーツなので、足のスポーツはすごく

苦手でした。しかし、スペースへの動きなどはバスケットボールと似ていたので、判断したことを

瞬時に行動に移すことができて楽しかったです。 

９ 
今回のサッカーの授業で、試合が少なくて練習が多かったけれど、できなかったことができるよう

になったし、自分にとって足りない部分が埋められたと思う。 

10 
最初はボールを止めて蹴ることや足の内側で蹴るなど意識して動くことが大変だったけど、いつの

間にか意識せずにできるようになった。 

11 
ボールの蹴り方とか受け方とか知らなかったことを、今回の授業で知ることができた。空間を作る

ことが難しかった。 

12 
最初はあまり乗り気ではなかったけれど、授業を重ねていくうちに、どんどんサッカーにはまって、

気が付けば体育の時間が楽しみになっていました。 

13 たまに説明で分かりにくい時があったが、ある班の模範を見たときは分かりやすかった。 

14 
まだボールをうまく蹴ることはできないけれど、前よりは成長したと思う。でも、もう少し強いパ

スができるようになりたいと思った。 

15 
最後の少しの時間しか試合ができなかったので、次はもっと試合をしたい。そして、試合の中で課

題を見付けたいです。 

16 
最初は、なぜサッカーの授業を選択したのだろうと思ったが、ゲームをしているうちに楽しくなっ

て、サッカーを選んで良かったと思う。でも、もう少したくさん試合がしたかった。 
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６ 授業全体を振り返って 

今回、14時間の検証授業をとおして、仲間と連携したパスによる攻撃でゲーム展開ができる

ことを目指した。 
はじめは、学習活動やゲームのルール説明に時間が掛かり、学習活動時間を確保することに

苦慮した。しかし、生徒と毎時間、学習カードをやり取りする中で、身に付けていないことが

把握でき、「どうやったら身に付けられるか。」といった生徒からの質問に答えているうちに、

どのように指導すればよいのかが分かるようになった。そして、生徒の動きが変容する姿が見

え、指導の手応えを感じた。 
男女共習の授業を行う上で重要だったのは、基本的なボール操作の習得である。足でボール

を蹴るという特性上、足で扱う技術を身に付けていないとサッカーの特性を味わえない。その

ため、ボール慣れ（パス＆コントロール）を学習活動に盛り込んだ。ボール慣れでは、ゲーム

性を持たせ、毎回の記録を掲示したことで、チームのモチベーションが高まり、結果的に個人

のパスの質の向上につながることとなった。 
最初の段階で、理解度チェックを行い、生徒のサッカーに関する知識を把握し、学習指導要

領解説の例示に基づき、復習的な学習内容から高等学校２年生で学ぶべき内容を設定した授業

を展開した。 
１時間目では、一人でドリブル突破したり、１回のパスでシュートをしたりするなど、パス

による仲間との連携は見られなかった。生徒の実態を踏まえ、２時間目から５時間目にかけて、

復習的な学習活動としての「ボール操作」や「ボールを持たないときの動き」を指導した。そ

こで生徒は、知識を身に付け、ドリルゲームとタスクゲームによって技能を習得し、６時間目

には、ゲーム中に「私からあなたへ」パスをつなごうとする動きが見られ、パスの回数も増え

た。７時間目以降は、高等学校２年生の学習内容を指導し、「（私から）移動した味方が作りだ

した空間に飛び込む味方（あなた）」にパスをつなごうとする動きが身に付く中で、攻防を楽し

みながら、サッカーの特性を味わっている様子が見られるようになった。また、各時間の終わ

りにチームごとに反省の時間を設けたことで、「仲間と連携したパスによる攻撃」に向けて、各

チームが目標を立て、達成しようとする様子が見られるようになった。 
単元での学習活動をとおして、パスの技能を身に付け、ゲームで発揮し、仲間と連携したパ

スによる攻撃でゲーム展開ができたと考える。 
また、検証授業を終えた生徒の姿は、パスの技能とゲームの行い方を身に付けただけに留ま

らず、相手を励ましたり尊重したりする様子が見られ、チームや自己の課題を見付けて目標を

設定できていたことから、設定した学習内容をおおむね身に付けることができたと考える。 
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第４章 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

  本研究では、高等学校２年生のサッカーの授業において、生徒が、当該学年の学習への接続

を円滑に図るためには、生徒の実態を把握し、それまでの学習内容（パス）を復習する機会を

確保した単元計画の作成と授業の実施が必要であることを明らかにすることを目的として進

めてきた。その結果、次のことが明らかになった。 

高等学校２年生のサッカーの授業において、生徒に当該学年の学習への接続を円滑に図るた

めには、生徒の実態を把握することが必要であることが分かった。これにより、教師は、生徒

に「何を」、「どこから」指導したらよいかを判断することができるため、生徒に当該学年の学

習への接続を円滑に図ることにつながる。言い換えれば、生徒の実態把握がおろそかになれば、

生徒がすでに身に付けていることを再度指導したり、身に付けるべき段階を飛び越えて指導し

たりして、当該学年の学習への接続を円滑に図ることができない可能性があるからである。 

今後、数年間は、従前の学習指導要領及び解説による学習を経験した生徒が入学してくるこ

とから、生徒の実態把握を重視し、復習の機会を設定して、指導する必要があると考える。 

 

２ 研究を振り返って 

本研究では、高等学校２年生の学習への接続が円滑に図ることを目的として進めてきた。し

かし、その指導方法である学習活動については、さらなる工夫が必要であった。特に、「ボール

を持たないときの動き」のドリルゲームでは、形式的な動きのパターン練習になることが多く、

生徒が状況判断を身に付ける学習活動を設定できなかった。サッカーでは、攻防のある中で学

習内容を身に付けられるように、よりメインゲームに近いタスクゲームを学習活動とすること

が望ましいと考える。また、あらかじめ設定した学習活動（ドリルゲームとタスクゲーム）で、

生徒に学習内容を身に付けさせることができなかった場合に、生徒の学びに応じて、臨機応変

に学習活動が提示できるよう、自分自身も学び続けていく必要があると感じた。 

 

３ 今後の展望 

本研究のサッカーの授業を通して、高等学校２年生に、仲間と連携したパスによる攻撃でゲ

ームが展開できることを身に付けさせることができた。 

今後、高等学校３年生において、同じゴール型の種目で、生徒の実態に応じたそれまでの学

習内容を復習する機会を確保した単元計画の作成と授業を実施することにより、パス以外の技

能や防御の動きを身に付けさせ、攻防の中でゴールをねらう特性を楽しむことを味わわせたい

と考える。 

そして、この経験が、高等学校卒業後に進んで運動やスポーツを実践することや、観戦する

こと、競技会の役員として運営に携わることなど、生涯にわたる豊かなスポーツライフの実践

につながることを願っている。 

 

４ 最後に 

本研究を行うにあたり、快く受け入れてくださった神奈川県立津久井浜高等学校の有森斉校

長先生、並びに、保健体育科の先生方に深く感謝いたします。また、本研究を無事に終えるこ

とができたのは、専門的な見地から様々なご指導、ご助言をいただいた、神奈川県教育委員会

教育局保健体育課磯貝靖子指導主事、神奈川県立体育センター富澤桂子指導主事をはじめ、神

奈川県立体育センター所員の方々に、深く感謝いたします。そして、授業に全力で取り組んで

くれた生徒と協力してくださった保護者の方々に感謝いたします。ありがとうございました。 
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